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田畑遺跡報告書正誤表

頁 行 図 誤 正

7 8 1 5 － 残 りの 2点 は　　　　　 ′‾ 残 りの 3 点 は

7 9 1 7 1 23－2は 備 前 焼 の壷 で 、 16 世 紀 の

もの で あ‾る 。

削ノ除

7 9 17 － 12 3－3 は 皿 で あ るが 、 1 23－2 は 皿 で あ 草 が 、

7 9 18 －
12 3－4 は 時 期 は 不 明 ．で あ る が 、 1 23－3 は 時 期 は 不 明 で あ るが 、

7 9 18 － 12 3－5 は 唐 津 焼 き の皿 で 1 23－4 は 唐 津 焼 の皿 で

9 5 11 － 14 5－7 の 終 末 期 の 聾 は 14 5－8 の 終 末 期 の饗 は

99 1 50 番 号 誤 植 下 記 の とお り訂 正

4，2，5，3 4 1 2，2⇒3，5⇒4，3⇒5

14 2 － 2 13ト 4 の 拓 影 不 要 4 の 拓 影 を消 去

14 5 － 2 22 標 高 の 写 植 無 し 「9．0 01n」 の 写 植 を 入 れ る

14 7 － 22 5 標 高 の 写 植 無 し 「9．00 m 」 の 写 植 を入 れ る

14 9 1 6 － 2 28－1～ 22 8－3 は 2 2 8－1 ・2 28－2は

14 9 16 － 2 28－4 ～ 22 8－6 は 2 2 8－3 ～ 2 28－6は



市道浅柄古志線歩道設置工事に伴う
埋蔵文化財発掘調査報告書

掴一　期け　題　j防

2000年3月

出　雲　市　教　育　委　員



惇

このたび、市道浅柄古志線歩道設置工事に伴う田畑遺跡発掘

調査を実施しましたところ、中世の土坑、弥生時代の溝など多

数の遺構や、これらに伴う土器片などが出土しました。

田畑遺跡は古志遺跡群を形成する遺跡のひとつであり、近年

の発掘調査で付近の古代像が明らかになりつつあります。今回

の調査成果が、さらなるこの地域の歴史解明の一助となり、埋

蔵文化財に関する理解や歴史学習などに役立てば幸いです。

今後も、地元の皆様の熱意により、後世にこの遺跡が伝えら

れることを期待するとともに、発掘調査にあたり、ご指導、ご

協力を賜りました関係者の皆様に心からお礼申し上げます。

平成12年（2000）3月

出雲市教育委員会

教育長　多　久　　博



例 苗

1。　本書は出雲市（道路河川課）の依頼を受けて、出雲市教育委員会が平成9年度から平成10年度

にかけて実施した、市道浅柄古志線歩道設置工事に伴う田畑遺跡発掘調査の記録である。

2．　発掘調査を行った遺跡と地番は次のとおりである。

田畑遺跡（出雲市遺跡地図NO9）

1区：古志町1066番地3外、2：下古志町670外、3区：下古志町677番地1外、4区：下古志町709番地1、

5区：下古志町1089番地3外、6区：下古志町1095番地1

3。　発掘調査は、平成10年つ1998）1月19日に着手し、平成10年（1998）9月30日に終了した。

4。　調査組織は次のとおりである。

調査主体　　出雲市教育委員会

事務局　　　後藤政司（出雲市教育委員会　文化振興課長）

調査指導　　田中義昭（元島根大学法文学部教授）

岩橋孝典（島根県教育委員会　文化財課　主事）

調査担当者　三原一将（出雲市教育委員会　文化振興課　副主任主事）

園山　薫（出雲市教育委員会　文化振興課　嘱託員）

調査補助員　今岡司郎、羽木伸幸、永田貴子、伊藤めぐみ（文化振興課　臨時職員）

5．　本書の執筆・編集は三原が行った。

6。　遺構の略称記号は、次のとおりである。

SK：土坑　P：柱穴　Sり：溝状遺構　SX：その他の遺構

＊但し、柱穴の数字上二桁は所在グリッドを示す。

7。　本書で使用した方位は真北を示す。

8。　遺物の出土量を示すために用いたコンテナはL540mmXW340mmXH150mm、ビニール袋は

L380mmXW260mmのものである。

9．　発掘調査、遺物整理の全般にわたり、田中義昭氏から有益なご助言をいただいた。

10．　発掘調査、遺物整理、報告書作成等については、次の方々の協力を得た。

発掘調査　　吾郷　栄、安食　勉、池内宏史、石飛富美江、板倉セツ子、同　省吉、

岡　久男、鎌田　悟、神田鶴子、小玉順子、曽田早苗、高根常代、滝　彩子、

長島節子、西村誠治、原　郁子、前島正喜、山根幸枝、吉田　栄、渡部政義、

吉田貴俊

遺物実測　　井上喜代女、村田理恵、山本敦子、山本春香、佐々木知子、浅野智子、

竹田章乃ほか

遺物整理　　小村睦子、川谷真弓、園山美千代、吹野初子、荒木恵理子、飯囲陽子

11。　出土遺物の写真撮影は三原が行った。

12。　本遺跡の出土遺物及び実測図・写真は出雲市教育委員会で保管している。
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第且置　位置と環境

田畑遺跡は出雲平野の南丘陵寄り、神戸川左岸に位置しており、古志本郷遺跡、下古志遺跡などと

ともに古志遺跡群を形成する遺跡のひとつである。南北を中国山地と島根半島に、東西を宍道湖と日

本海によって囲擁された出雲平野は、中国山地に源流を辿り、ともに日本海に注いでいた斐伊川・神

戸川の沖積作用により形成された沖積平野である。沖積作用が開始されたのは約3600年前頃と考えら

れており、それ以前は日本海から現在の松江市辺りまでは、古宍道湖湾が占めていたと推定されてい

る。したがって、遺跡が出現する箇所は出雲平野形成と密接に関わっていると考えられる。以下古代

の出雲平野の集落の消長について概観しておく。なお、現在斐伊川は日本海に、神戸川は宍道湖に注

いでいる。

縄文時代の出雲平野は古宍道湖湾が占めていたため、遺跡の出現は山麓付近などに限られていたよ

うである。早期末の遺跡としては、上長浜貝塚、菱根遺跡があげられる。後・晩期の遺跡としては、

以前から矢野遺跡、出雲大社境内遺跡が知られていたが、近年の調査で蔵小路西遺跡、三田谷遺跡I

遺跡などで、この時期の遺物が確認されている。

弥生時代前期の遺跡としては、矢野遺跡、原山遺跡などがあげられる。弥生時代中期からほ神門氷

海の汀線付近に、天神、四絡、古志遺跡群などの大規模な集落が出現する。近年の調査では、天神遺

跡、古志本郷遺跡、下古志遺跡で環濠と考えられる大藩の検出が相次いでおり、出雲平野においても

環濠を配した集落形態が広く採用されていたと考えられる。これらの遺跡を背景に、弥生時代後期に

はこの地の首長を葬ったとされる西谷3号墓など6基の四隅突出塑墳丘墓を含む、西谷墳墓群が平野の

南丘陵上に築造されるに至る。

古墳時代前期・中期には集落跡はほとんど確認されていない。この時期の古墳として、大寺古墳、

山地古墳などが知られているものの、その数は少ない。集落が衰退傾向にあったと推定される。しか

し、後期後半以降には、島根県内では最大級の石室を有する今市大念寺古墳、上塩冶築山古墳を筆頭

に多数の古墳が築造され、上塩冶横穴墓群に代表される横穴墓群が飛躍的に増える。

奈良時代以降のこの地の様子は、733年に編纂された『出雲国風土記』で辿れるほか、近年の調査

でも新発見が相次いでいる。光明寺3号墓では石梶が検出され、既知の小坂古墳や朝山古墓とともに、

この地の初期火葬墓の解明に進展をみせつつある。また、古志本郷遺跡では官衝跡と推定される大型

の掘立柱建物跡が確認され、神門郡家との関連が注目されている。また、蔵小路西遺跡からは、周囲

を濠で固擁した約1ヘクタールの規模を有する館跡が発見され、「中世朝山家惣領家」の居館である可

能性が指摘されている。

これら相次ぐ発掘調査の成果から、出雲平野の古代像は、今後ますますその姿を顕わにしていくこ

とが期待されている。



第1図　田畑遺跡周辺の主要遺跡（1：75，000）

1．田畑遺跡　2．下古志遺跡　3．古志本郷遺跡　4．宝塚古墳　5．妙蓬寺山古墳　6．放れ山古墳　7．地蔵堂横穴墓群　8．知井

宮多聞院遺跡　9．井上横穴墓群10．神門横穴墓群11．浅柄遺跡12．山地古墳13．北光寺古墳14．高浜I遺跡15．高
浜Ⅱ遺跡　16．里方八石原遺跡17．里方別所遺跡18．山持川川岸遺跡19．高岡遺跡　20．稲岡遺跡　21．小山遺跡第1

地点　22．小山遺跡第2地点　23．小山遺跡第3地点　24．矢野遺跡　25．大塚遺跡　26．白根荒神遺跡　27．渡橋沖遺跡　28．
姫原西遺跡　29．蔵小路西遺跡　30．上長浜貝塚　31．大寺古墳　32．斐伊川鉄橋遺跡　33．塚山古墳　34．今市大念寺古墳

35．天神遺跡　36．高西遺跡　37．藤ケ森南遺跡　38．藤ケ森遺跡I地点　39．藤ケ森遺跡Ⅱ地点　40．善行寺遺跡　41．角田遺
跡　42．大廻城跡（向山城）　43．西谷墳墓群　44．弓原遺跡　45．神門寺境内廃寺　46．宮松遺跡　47．上塩冶築山古墳　48．
築山遺跡　49．上塩冶地蔵山古墳　50．半分城跡　51．大井谷城跡　52．上塩冶横穴墓群　53．三田谷I遺跡　54．三田谷I、

Ⅱ遺跡　55．光明寺3号墓　56．出雲大社境内遺跡　57．原山遺跡　58．菱根遺跡
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群星竜　胆爛道跡の儲庖C・研究小史

田畑遺跡は1972年の神西神門地区田圃整理工事に伴う幅2mに及ぶ水路掘削の際に、西尾克己氏に

よって遺構や遺物が確認されその存在が明らかとなった。この事実は1973年に東森市良氏による遺跡

破壊の危機について問題提起を行う趣旨の報告に際し、事例として取り上げられた。これによると幅

1m、深さ50cm程度のピット7～8基が掘削断面に観察され、そのピット周辺から弥生土器片数点及び

石包丁状の石器が採取されたとみられる。東森氏は遺物の時期について「弥生時代中期後半のごく限

られた時期のもの」としている。

1980年に東森。西尾の両氏がとともに出雲平野の原始e古代遺跡を総覧した際にも、再び先の出土

遺物が取り上げられており、時期については「弥生時代中期中葉」とし、田畑遺跡について「神戸川

西岸における集落を知る上で貴重な遺跡」と述べている。

1987年には1984年と翌，85年の荒神谷遺跡における大量青銅器発見を契機に、出雲平野の一帯に分

布する集落遺跡の実相を正確に把握して、集落群のグルーピングとその変遷過程を明らかにする目的

で、出雲平野集落遺跡研究会を中心に、主として神戸川の両岸と旧斐伊川筋の踏査が行われ、田畑遺

跡では弥生時代中期中葉及び古墳時代後期以降の土器片が採取されたようである。なお、同会は田畑

遺跡の出現期を「弥生時代中期中葉段階」としている。

1989年には出雲平野に散在する集落遺跡の分布状況とそれらの消長過程、相互関係をトータルに把

握すること、とりわけ田畑遺跡と同じ自然堤防状上に占地する古志本郷遺跡、知井宮多聞院遺跡など

との集落の相互関係を明らかにすることを重要視し、再び西尾氏採集の出土遺物が田中・宮本両氏に

より取り上げられ、編年上の位置づけが試みられた。その結果、一部のものは「弥生時代中期中葉の

新段階にさかのぼる要素も残している」としながらも「田畑遺跡出土土器の編年上の位置は弥生時代

中期後葉に比定することができる」と述べている。

以上は主に出土遺物についての研究史であったが、遺構については1988年に出雲市教育委員会が神

門地区遺跡詳細分布調査において、発掘調査実施しているのでそれにつ靡いて触れたい。

この調査では田畑遺跡内に4ヶ所トレンチを設置し発掘調査を行っている。主な検出遺構は第1トレ

ンチで検出された溝状遺構で、環溝の可能性を指摘しており、弥生時代中期の土器が出土したとのこ

とである。また、同時期と考えられる竪穴住居跡が第3トレンチで検出されており、遺構内から石鋸、

石鉄、黒曜石、璃塙が出土しており、玉作が行われていた可能性が強いという。これらのほかに、土

師器、須恵器、中世陶器、土師質土器などが出土していることから、長期にわたる集落造営が推定さ

れている。

3



霹3葺　調査の霹韓と概要

平成9年（1993）7月3日付けで、出雲市長（道路河川課）より、市道浅柄古志線歩道設置予定地の試

掘調査依頼があった。工事予定地は周知の遺跡である田畑遺跡の範囲内及びその付近であったため、

平成9年7月23日、24日の2日間にわたり出雲市教育委員会が現地の試掘調査を実施した。その結果、

工事予定地の大部分が埋蔵文化財包蔵地であることが確認された。調査対象となる工事予定地は約

1800nfあり、これを便宜上1区～6区の6区間に分け、調査班を2班設置し調査を実施した。いずれの調

査区も遺構に影響のない深さまで重機により表土掘削を行い、さらに下位については手掘りで調査を

進めた。

1区の調査は、第1斑が平成10年（1998）1月19日から3月30日まで実施した。調査区の長さは92mを測

るが、幅は1．5m～3mである。調査区北壁際の同一直線上に5m間隔で19本の基準杭を設置し、東から

西へ順番に杭1から杭19と命名し、その西のグリッド名とした。調査の結果、竪穴住居跡、土坑、ピ

ット、溝状遺構など多数の遺構を検出し、土器片を主とする遺物も多く出土した。

2区の調査は、第2班が平成10年（1998）2月16日から5月21日まで実施した。調査区の長さは86m、幅

は2m～4mである。調査区南壁際の同一直線上に5m間隔で18本の基準杭を設置し、東から西へ向かい

杭1から杭18と呼称し、その西のグリッド名とした。調査の結果、土坑、ピット、溝状遺構などを検

出し、土器片を中心とする遺物が出土した。

3区の調査は、第2班が平成10年（1998）5月22日から8月17日にかけて実施した。調査区の長さは95m、

幅は2m～3mを測るが、一部は民家へ進入路として掘り残した。調査区内の同一直線上に5m間隔で19

本の基準杭を設置し、東から西に昇順で杭1から杭19と名付け、その西のグリッド名とした。調査の

結果、土坑、ピット、溝状遺構などを多数検出し、土器片を主とする遺物が出土した。

4区の調査は、第1斑が平成10年（1998）6月4日から9月30日まで実施した。調査区の長さは92m、幅は

1m～2．5mを測る。調査区内の同一直線上に5m間隔で20本の基準杭を設置し、東から西へ順番に杭1か

ら杭20と呼称し、その西のグリッド名として用いた。調査の結果、掘立柱建物跡、土坑、ピット、溝

状遺構などを検出すると同時に、土器片を主とする遺物も出土した。

5区の調査は、第2班が平成10年（1998）7月13日から9月30日にかけて実施した。調査区の長さは61m、

幅は1．5m～5mを測る。調査区内の同一直線上に5m間隔で13本の基準杭を設置し、東から西に向かい

杭1から杭13と呼称し、その西のグリッド名とした。調査の結果、掘立柱建物跡、井戸跡、土坑、溝

状遺構などを検出し、土器片を主とする遺物も出土した。

6区の調査は、第1班が平成10年（1998）4月20日から6月22日まで実施した。調査区の長さは75m、幅

は1．5m～3mを測る。調査区北壁際の同一直線上に5m間隔で17本の基準杭を設置し、東から西に向か

って順番に杭1から杭17と命名し、その西のグリッド名として用いた。調査の結果、掘立柱建物跡、

井戸跡、土坑、溝状遺構などを検出し、土器片を主とする遺物も同時に出土した。

なお、平成11年度から出土遺物の整理作業を本格的に着手し、平成12年（2000）3月に本書を発行す

るに至っている。

4



ロ；レ＼ム

亘∴冴し

l「云 巨 パ …：ll針

1　　　　　　　　　　　　　　　　 1

l
l
； 「一　 一 肝冊

I 周 ウl

l

〃　 l　　 〃

l

l

「‘‾’　 〃

l
l
l 2区

用 □』

．」l I

100m

5・6



第4章　調査の結果
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田畑遺跡1区

1。且区の謂惑結果
調査区の概要と遺構配置（第3◎磯因）

1区は今回の発掘調査の最も東の調査区であり、田畑遺跡の東端に位置している。北を市道浅柄古

志線に、南を田畑によって挟まれているため、調査区壁が崩壊しても周囲に影響を与えないよう、調

査対象地の境界から50cm程度内側において発掘調査を実施している。この1区の平面プランは細長く、

規模は長さ92m、幅1．5m～3mを測り、面積は約220汀fである。

調査にあったっては、まず重機で表土掘削を行った後に、調査区北壁沿いの表土面に基準杭を5m

間隔で一列に設置した。その後、遺物包含層以下については手掘りで掘削を進めたところ、標高8・35

m～8．95m程度で地山面に至ると同時に遺構が検出できた。よって、この面を調査面として各遺構の

調査を行い、成果を田畑遺跡1区遺構配置図にまとめた。また、調査区北壁において土層堆積状況の

把握のために分層を行い、調査区北断面図を作成ししたため、この成果もあわせて示した。

なお、1区の調査に用いた基準杭の座標は表1に示すとおりである。

杭 名 称 Ⅹ座 標 Y 座 標

杭 1 －7 3 1 84 ．4 9 2 5 2 4 3 9 ．2 7 6

杭 2 －7 3 1 87 ．4 6 0
≠

5 2 4 3 5 ．2 4 8

杭 3 －7 3 1 9 0．4 2 2 5 2 4 3 1．2 2 5

杭 4 －7 3 1 9 3 ．3 8 4 5 2 4 2 7 ．19 9

杭 5 －7 3 1 9 6 ．3 4 4 5 2 4 2 3 ．17 1

杭 6 －7 3 19 9 ．2 8 2 5 2 4 19 ．17 1

杭 7 －7 3 2 0 2 ．2 6 5 5 2 4 1 5．1 0 8

杭 8 －7 3 2 0 5 ．2 3 0 5 2 4 1 1．0 8 1

杭 9 －7 3 2 0 8．1 8 9 5 2 4 0 7．0 4 6

杭 1 0 －7 3 2 1 1．1 5 1 5 2 4 0 3 ．0 2 1

杭 名 称 Ⅹ 座 標 Y 座 標

柾 目 －73 2 14 ．1 12 5 2 3 9 8．9 9 5

杭 12 －7 3 2 17 ．0 6 9 5 2 3 9 4 ．9 7 1

杭 13 －7 3 2 2 0 ．0 3 6 5 2 3 9 0．9 4 7

杭 14 －7 3 2 2 2 ．9 9 7 5 2 3 8 6．9 13

杭 15 －7 3 2 2 5 ．9 5 9 5 2 3 8 2．8 9 3

杭 1 6 －7 3 2 2 8．9 1 6 5 2 3 7 8 ．8 5 6

杭 1 7 －7 3 2 3 1．8 8 8 5 2 3 7 4 ．8 2 8

杭 1 8 －7 3 2 3 4．8 4 9 5 2 3 7 0 ．8 0 9

杭 1 9 －7 3 2 3 7 ．8 10 5 2 3 6 6 ．7 7 8

表1　田畑遺跡1区基準杭座標一覧
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田畑遺跡1区
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第3図　田畑遺跡1区遺構配置図1（1：50）
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田畑遺跡1区

瀾匿の遺構と遺物

1区は多数の遺構が検出されたため、図化可能な出土遺物があった遺構を中心に、竪穴住居跡、土

坑、ピット、溝状遺構、その他の遺構の順で以下報告する。

竪穴住居跡

＄臓瑠（第5⑳6図）

3Grから4GrにかけてSIOlを検出した。調査区の幅が狭いため半分程度の検出にとどまった。平面プ

ランは円形を呈していると推定され、検出規模は径430cm（推定）、深さ26cm～55cmを測り、最下底は

標高7．84mである。床面は中央付近で一段落ち込み、一見、二段掘り状を呈するが、断面を観察する

とこの部分には斑状の土が確認できることから、人工的に埋められた可能性が高い。このことから、

もともと径3m弱の小規模な竪穴住居を築いていたが、後に建て替えの際にひとまわり大きなものを

築き、床面中央の旧住居の落ち込みを埋めた可能性も考えられる。

覆土の第1層と第2層を中心に須恵器、土師器、弥生土器の破片が出土し、その量は全部でビニール

袋半分に満たない。磨滅した小片が主であり、実測可能な遺物は少なく図示した2点を数えるに過ぎ

ない。6－1は遺構内のピットであるSIO主Plから出土した弥生時代後期の嚢口縁部である。鹿島町の南

講武草田遺跡出土遺物の3期に相当するものと考えられる。6－2は高杯あるいは器台脚裾部と思われる。

草田2期に相当するものと考えられる。

第5図　S101実測図（1：40）
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田畑遺跡1区

遺構の時期については資料数が少なく断言はできないが、覆土の第1層と第2層からは回転糸切り痕

を残す杯底部片など、奈良・平安時代の所産と推定される土師器の小片が主に出土することから、こ

れに近い時期と思われる。また、SIOトPlから出土した6－1は、比較的大きな破片であることから、

SIO1－Plの時期を示すと考えられる。よって、調査時には、SIO1－PlをSIOlに伴うピットとして捉えて

いたが、時期差があるため別遺構である可能性が高い。

第6回　S101出土弥生土器実測図（1：3）

1．黒褐色土　　　　　6．明黄褐色細砂

2．黒褐色土　　　　7．時灰黄色砂質土

3．黒褐色土　　　　　8．黒褐色土

4．黒色土　　　　　　9．時灰黄色砂質土

1m

第7図　SKO2実測図（1：30）

土坑

SKO2（第7・8図）

15Grの標高8．98mの地山面でSKO2検出した。検出規

模は長さ158cm、幅70cm～100cm、深さ48cmを測り、N－

540－E方向に長軸をとる。坑底から20cmの高さに平坦な

段を有する二段掘りであり、側壁の立ち上がりは急で

ある。覆土からはビニール袋半分程度の土器片が出土

した。これらは弥生土器、土師器、須恵器の小片であ

るが、土師器片がその大半を占めており、図化可能な

遺物は少ない。8－1は土師器の嚢である。口緑部は単純

に外反し、頚部以下の内面にはケズリが認められる。

8－2は土師器の杯で、底面には回転糸切り痕が残り、器

壁は内湾気味に立ち上がった後に、口綾部付近で若干

外反して開口する。平安時代の所産であろう。8－3の土

師器の杯は器表が強くナデつけられているため、稜線

が認められる。やはり平安時代の所産と思われる。

14

第8図　SKO2出土土師器実測図（1：3）

覆土は9層認められるが、ほとんどの層で

土師器が出土している。また、回転糸切り

痕を残す底部片も上層から下層にわたり数

点認められ、その他の小片も概ね8－1・8－2

と同時期の11世紀から12世紀頃のものと考

えられることから、遺構の時期は平安時代

の範暗に収まるものと推測できる。



1m

第9図　SKO5実測図（1：30）

1．黒色土

2．黒色土

3．黒褐色土

4．黒褐色土
5．黒褐色土

6．灰黄色砂質土
7．黄褐色砂質土

田畑遺跡1区

SKO5（第9・10図）

17Grの標高8．78mの地山面でSK05

を検出した。調査区南壁際で確認した

ため部分的な検出にとどまったが、径

140cm程度の円形平面プランを呈する

と思われる。深さは112cmを測り、坑

底は若干小さな窪みを有するが概ね平

坦であり、側壁は急な傾斜である。

7層に分層可能な覆土からは、ビニ

ール袋1袋程度の弥生土器片が出土し

た。第1層と第2層を中心に出土し、比

較的大きな破片も含まれている。10－1

～10－3は松本Ⅲ期に相当すると考えら

れる広口壷である。10－1は口緑部端面

と内面を複数の文様を用いて賑々しく

飾られている。10－2は口綾部端面と内

6

第10図　SKO5出土弥生土器実測回（1：3）
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田畑遺跡1区

画の境に刻目文が巡らされている。10－3は頚部から口縁部にかけての破片である。日録部寄りの内面

には斜格子文が施され、肩部寄りの外面には断面三角形の貼り付け突帯が3条巡らされている。10－4

は口緑端部が上方に若干拡張し、端面には刻目文が施された後に1条の凹線文が巡らされている。松

本Ⅲ－2期に相当すると思われる。10照5は口緑部端面と胴部最大径付近に刺突文が巡らされている。胴

部の内面には全面にパケメが観察でき、松本Ⅲ－2期に相当するものであろう。

このように、覆土からの出土遺物には時期差がほとんどないことから、松本Ⅲ－2期が中核の時期と

考えられる。図示したもの以外の小片にも、数点同時期のものが含まれると同時に、弥生時代以降の

遺物も認められないことから、遺構の時期は弥生時代中期中葉であると推定できる。

1．黒褐色土

2．暗オリーブ褐色土

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第11図　SKO9実測図（1：30）

一一一－Ⅰ‾

！＿　Li＿さ‡’

第12図　SKO9
出土土器実測図（1：3）

16

討て澗（語間っ欄周）

14Grの調査区北壁際9．05mの地山面で、SK25を切った状

態でSK09を確認した。部分的な検出にとどまったが検出規

模は長さ80cm以上、幅87cm～93cm、深さ23cm～30cmを測り、

N－50－W方向に長軸をとると考えられる。坑底は丸味を帯び、

側壁はやや緩やかに立ち上がっている。

2層に分層可能な覆土からは、ビニール袋半分に満たない

土器片が出土した。ほとんどは土師器のごく小片であるが、

弥生土器片、須恵器片も1～2点混ざっている。実測に耐える

遺物は少なく、図示した2点だけである。12－1は弥生土器の

高杯脚部片である。凹線が20条以上施されており、刻目文が

3段観察できる。12－2に示す土師器の杯は「ハ」字状に開く

高台を有しており、11世紀頃の所産と思われる。他の土師器

の小片も胎土が似ており同時期頃のものと思われるため、遺

構の時期は平安時代終わり頃と推測できる。

SKm（萬rj30掴国）

14Grの標高8。82mの調査面で、SK25を切った状態でSKlOを確認した。調

査区南壁際での検出であったため、遺構の一部は調査区外に達している。

平面プランはN－550－W方向に長軸をとる不整な楕円形を呈すると思われる。

検出規模は長径115cm程度、短径95cm、深さ32cmを測り、側壁は丸味を帯

びた坑底から曲面をなして立ち上がっている。

覆土は3層観察でき、第1層を中心に弥生土器、土師器、須恵器の破片が

ビニール袋1袋分出土しているが、弥生土器片と土師器片の割合が高く、

須恵器片は数点を数えるに過ぎない。1411・14－2など弥生土器片は比較的

大きなものも出土しているが、SK25から混入したものと考えられる。14－3

は土師器の杯である。内湾して立ち上がる器壁は底部付近では若干絞られ

ており、底面に回転糸切り痕が残る。14－4に示す土師器の器種は定かでは



田畑遺跡1区

ないが、器壁が直線的に開口しており、底面には回転糸切り痕が残っている。

遺構の時期については、図示したもの以外の小片も勘案し、平安時代から鎌倉時代にかけてと考え

られる。

1m

1．黒褐色土

2．黒褐色土
3．黒褐色土

第13図　SKlO実測因（1：30）
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第14図　SKlO出土土器実測図（1：3）

SK12（第15・16図）

13Grの標高8．81cmの地山面でSK12を確認した。N－440－E方向に長軸をとるが、不整形な平面プラン

である。検出規模は長さ125cm、幅60cm～90cm、深さ47cmを測る。平坦な坑底から17cmの高さに段を

有する二段掘りであり、側壁の立ち上がりはやや急である。

覆土からはビニール袋半分程度の土器片が出土しているが、大半は土師器の小片であり、須恵器片

も数点出土している。図化に耐える遣物は少なく図示した2点を数えるに過ぎない。16－1は須恵器の

皿である。復元口径27．4cmを測る比較的大きなものである。16－2は管状紡錘形土錘であるが今回の調

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

第15図　SK12実測斑（1：30）

査での出土数は少ない。

遺構の時期については、小片も勘案し平安時代から鎌倉

時代までの時期と思われる。

なお、管状紡錘形土錘は、出雲市内の遺跡では上長浜貝

塚で多数出土している。

1

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第16回　SK12出土須恵器・土製晶実測図（1：3）

17
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SK13（第17・18図）

12Grの調査区北壁際標高8．80mの地山画でSK13を確認した。全容は観察できなかったが、N－570－W

方向に長軸をとり、検出規模が長さ130cm、幅100cm、深さ43cmを測る土坑である。

8層に分層可能な覆土からは、ビニール袋半分に満たない弥生土器、土師器、須恵器の破片が出土

ており、土師器の割合が高い。小片が多いため、実測可能な遺物は図示した2点だけである。18－1は

草田5期に相当する賓である。複合部の稜は水平方向に突出している。18－2は須恵器の杯である。底

1．黒褐色土　　　　5．黒褐色土

2．暗褐色土　　　　6．黒色粘質土

3．黒褐色土　　　　7．黒褐色粘質土

4．黒褐色土　　　　8．黒褐色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第17図　SK13実測図（1：30）

18

面外縁に高台を貼り付けており、高広Ⅳ期に相当するものと

考えられる。

小片も含めて出土土器を観察すると弥生時代中期後葉から

平安時代前半までのものが出土しているようである。よって、

遺構の時期は平安時代前半と思われる。

⊆二二
／
＼＼－　 －
ノ

／′－　 － ‾　二二三三イニごモクノ／′－　 ‾

第18回　SK13出土土器実測図（1：3）

8．50m l・黒褐色土
－　　2，黒褐色土

3．黒褐色土

4．黒褐色土

5．黒褐色土

1m

第19図　SK14実測図（1：30）

SK14（第19～21図）

11Grの標高8．68mの地山面でSK14を

検出した。平面プランは径約140cmのい

びつな楕円形を呈しているが、坑底は

径70cmの比較的整った円形をなしてい

る。平坦な坑底の標高は8．13mであり、

最下底より12cmの高さに段を有する二

段掘りである。

5層に分層可能な覆土からは、ビニー

ル袋1袋強の出土遺物があった。第1層
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第20図　SK14出土土器実測図（1：3）
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0　　　　　　　　　　　　　　10cm

第21図　SK14出土石製晶実測図（1：2）

と第2層を中心に出土しており、大半は

土師器片であるが同時期頃の杯片が多

い。したがって、小片については図示を

割愛している。20－1～20－16は土師器を

示した。20－1～20－7の杯は器壁が底部か

ら体部にかけて内湾気味に立ち上がった

後に、口緑部では外反気味に開口する。

20－8～20－11の杯は底部を絞り、器壁は

口緑部にかけて直線的に広く開口するよ

うである。また、20－12～20－14の杯は

「ハ」字状に広く開く高い高台を有して

おり、器壁は内湾気味に立ち上がってい

る。20－15は賓であり他の土師器よりは古いと考えられる。20－17～20－19は須恵器である。20－17は輪

状撮を有する蓋であり、20－18の杯は器壁が底部からやや内湾し立ち上がった後に、口綾部では外反

気味に開口している。須恵器は高広Ⅲ期～Ⅳ期に属すると思われるが、土師器の多くは11世紀から12

世紀頃のものが多い。このことから、遺構の時期は中世初め頃と推定できる。

土器の他に21－1に示す砥石も1点出土した。4両に研磨面を有し、このうち1面には鋭利なもので引

っ掻いたような細い条溝が多数残っている。

SK15（第22・23回）

11Grの調査区北壁際標高8．80mの地山面でSK15を確認したが、遺構の一部は調査区外に続いている。

N－270－W方向に長軸をとると思われ、検出規模は長さ85cm以上、幅100cm、深さ31cmを測る。平坦な坑

底からの側壁の立ち上がりは、東壁で比較的緩やかである。

5層に分層できる覆土からは、図に示す遺物が2点出土した。23－1は弥生土器の聾である。口緑部端

1．黒褐色土　　　　4．暗灰黄色砂質土
2．黒褐色土　　　　5．黒褐色土
3．暗褐色土

0　　　　　　　　　　　　1m

第22図　SK15実測図（1：30）

20

面に4条の凹線文を施し、草田1期に相当するものである。23－2

は土師器の底面には回転糸切り痕が観察でき、器壁は直線的に

開口しており、9世紀頃の所産と考えられる。これらの出土遺物

から、遺構の時期は平安時代と推定できる。

第23図　SK15出土土器実測図（1：3）
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SK16（第24・25図）

13Grの調査区南壁際標高8．85mの地山面でSK16を確認した。他の遺構に浅い撹乱を受けてはいるが、

検出規模は長さ75cm以上、幅80cm、深さ45cmを測り、N－510－W方向に長軸をとるようである。坑底の

平面プランは径50cm程度の円形を呈するものと思われ、側壁は中ほどで傾斜を変えて立ち上がってい

る。

3層に分層可能な覆土からはビニール袋半分に満たない土師器、須恵器の破片が出土した。図化可

能なものは図示した4点だけである。25－1は土師器の口綾部であり、内外面に赤色塗彩が施されてい

る。25－2～25－4はいずれも高広Ⅳ期に相当する須恵器である。これらから遺構の時期は奈良時代から

平安時代と一応の推測は可能であるが、いずれも小片であるため不確かである。

第24区I SK16実測図（1：30）

SK17（第26・27図）

11Grの調査区南壁際標高

8．70m～8．80mの地山面で

SK17を確認した。本来、い

びつな円形の平面プランを呈

するものと思われるが、遺構

の半分は調査区外に続いてい

る。検出規模は径275cm、深

さ67cmを測る。標高8．60m付

近で段を有する二段掘りで、

側壁は狭い坑底から緩やかに

立ち上がる。

覆土は概ね5層認められ、

主に上層から土師器の破片を

中心とした出土遺物が少量あ

った。27－1・27－2は土師器の

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

第25図　SK16出土土器実測図（1：3）

一一一一一声一一ノ‾‾　　　　ノーノーー

、－．－＿＿一一．一一一一一一一一一一一一一一一‾

1．黒褐色土

1’．黒褐色土
2．黒褐色土

3．黒褐色土
4．黒褐色土
5．黒褐色土

第26図　SK17実測図（1：30）
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2

・3

10clu

第27回　SK17出土土器実測図（1：3）

帖
第28匠I SK18実測回（1：30）

22

嚢である。前者の口緑部は単純に外反し開

口するが、内面に粗いケズリが施されてい

るために、頚部が「く」字状に屈曲した断

面を呈している。これに対し後者の頚部の

屈曲は曲線的である。27－3は須恵器の杯と

思われるが小片のため時期は不明である。

図示したもの以外の遣物の中には、中世土

師器と思われる破片があるため、遺構の時

期についてはこれに従うと思われる。

SK18（第28・29図）

9Grの北壁際標高8．80mの調査面で溝状遺構を切った状態

でSK18を確認した。一部の検出にとどまったがN－400－W方

向に長軸をとると思われ、検出規模は長さ100cm以上、幅95

cm、深さ25cmを測る。側壁は小さな起伏を有する坑底から

緩やかに立ち上がっている。

覆土は2層認められ、ここから土器片が少量出土した。図

示した須恵器1点を除いて他はすべて土師器の小片である。

29－1の蓋は、口緑端部を下

方に若干引き出しており高

広ⅣB期に相当すると思わ

れるが、遺構の時期を推定

第29図　SK18出土須恵器実測図（1：3）する資料にはなり得ない。

第30回　SK19実測図（1：30）

SK19（第30～32図）

7Grの標高8．70mの調査面で検出したSK19は、そ

の一部が調査区外続いているため部分的な調査に

とどまったが、N－510－W方向に長軸をとる不整な楕

円形平面プランを呈していると考えられる。検出

規模は長径190cm程度、短径100cmを測る。遺構の

南東寄りで最も落ち込み、この箇所の深さは35cm

を測るが、北西寄りでは5cm前後と浅い。しかし、

検出面より上位でこの遺構に伴うと思われる須恵

器大嚢の比較的大きな破片が多数出土していたた

め、深さについては、本来はさらに15cm程度深か

ったと推定される。
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4層に分層可能な覆土からは、須恵器太嚢の破片を中心とした土器片がコンテナ4箱程度出土してい

る。このうち実測可能なものはほとんど図示したが、須恵器大嚢の破片は割愛したものがある。

31－1は弥生時代後期の嚢である。口緑部外面に2条の平行沈線を巡らせ、頚部以下の内面にはケズ

リ調整が施されている。3主2ほほほ完形で出土した杯である。器壁は底部から口縁部にかけて内湾気

味に立ち上がっており、12世紀頃の所産と考えられる。検出面やや上位で出土したため、この遺構に

伴わない可能性もある。続いて須恵器を示した。31－3は嚢の目線部、3主4は高杯の脚部、31－5は蓋で

ある。これらは古墳時代終末から平安時代にかけてのものと考えられるがいずれも小片である。

次に、須恵器の大嚢を示した。出土した土器片のほとんどが大喪の破片であり、接合しないものも

多いが、口縁部は32－1e32－2に示した2個体が確認できた。古墳時代終末頃のものと推測され、遺構

の時期を示すと考えられる。

「

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

第31図　SK19出土土器実測図1（1：3）

2　　　　　　0

第32図　SK19出土土器実測図2（1：7）
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1．褐灰色土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第33回　SK24実測図（1：30）

SK24（第33・34図）

16Grの調査区北壁際標高8．90mの地山面でSK24を確認した。遺

構の一部は調査区外に続いているが、N－360－W方向に罠軸をとる

細長い平面プランを呈する。検出規模は長さ150cm以上、幅95cm、

深さ15cmを測る。坑底には、3箇所にピット状の落ち込みが認め

られ、側壁の立ち上がりは変則的である。

第34回　SK24出土土師器
実測図（1：3）

覆土は1層観察でき、土師器を主と

する少量の土器片が出土した。実測

に耐えるものは34－1に示した嚢1点の

みである。複合部の稜が水平方向に

突出しており、古墳時代初頭のもの

と考えられる。しかし、他の小片に

はより新しいものが含まれているた

め、遺構の時期は不明である。

SK25（第35・36図）

14Grの調査区南壁際標高8．85mの地山面で、SKlOに切られた状態でSK25を確認した。N－580－E方向

に長軸をとる不整な楕円形の平面プランを呈すると思われるが、遺構の一部が調査区外に伸びている

ため全容の確認は行っていない。検出規模は長径230cm、短

径140cm以上、深さ20cmを測る。坑底に深さ13cm程度のピッ

トを2基有し、側壁にも2基のピットが認められる。

5層に分層可能な覆土からは、比較的大きな弥生土器片が

1．黒色土
2．黒褐色土

0

3，黒褐色土　　　　5．

4．黄褐色砂質土

1m

第35図　SK25実測図（1：30）

24

第36図I SK25出土弥生土器実測図（1：3）
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第1層を中心にビニール袋1袋分出土している。このうちロ緑部片を図示した。36－1は松本Ⅲ－2期に相

当する長頸壷であり、突帯文と刻目文を組み合わせた文様で賑々しく飾っている。36－2は草田1期の賓

であり、頭部以下の内面にはケズリが施されている。前者と後者では時期的な開きがあるが、SKlO出

土の弥生土器が本来SK25に伴うものであった可能性が高いことを考えあわせると、遺構の時期は前

者の時期、すなわち弥生時代中期中葉と推測できる。

SK26（第37～39図）

14Grから15Grにかけての標高8．85mの地山

面でSK26を検出した。平面プランは細長く不

整形ではあるが、N－600－E方向に長軸をとり、

長さ494cm、幅は東寄りが157cm、西寄りが

140cm以上、深さ28cmを測る。

坑底にはピット状の落ち込みが13穴認めら

れるが、長軸方向の遺構断面を観察すると、

この中には上位の層から掘削されたものも含

まれてたことが判明した。また、中央が最も

落ち込む坑底は、側壁方向に向かい次第に浅

くなっていく様子がうかがえる。

3層観察できる覆土からは、第1層を中心に

弥生土器、土師器、須恵器などがあわせて、

ビニール袋1袋弱出土している。弥生土器の

割合が高く、破片も比較的大きい。出土遺物

のうち図化に耐えるものは38－1～38－4、39－1

に示した5点だけである。38－1・38－2は広口壷

である。前者は口緑端面に5条の凹線文と刻

目を巡らせた後に円形浮文を貼り付けてい

る。後者は口緑端部を欠くが、内面には刻目

突帯文と棒状浮文を組み合わせた文様を施し

ている。38－3は器種は不明であるが口緑部片

と思われる。頚部内面に波状文が施されてお

り特徴的である。これらはいずれも松本Ⅲ－2

期～Ⅳ－1期の範疇に収まるものと考えられ

る。また、土器以外には頁岩製の輩状片刃石

斧が1点出土したため、39－1に示した。図示

したような弥生土器片が出土するが、出土遺

物の中には土師器片も少なからず含まれるこ

とから、この遺構は弥生中期中葉から後葉に 第37区I SK26実測図（1：30）

25
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・ニ

3 10cm

第38図　SK26出土弥生土器実測図（1：3）

3．時灰黄色砂質土
4．黒褐色土

0

第40回　SK27実測図（1：30）

〒＝∃≡≡‾『1

2

26

10cm

工二二フ

第39区I SK26出土石製晶
実測図（1：2）

築かれ、後世に撹乱を受けたも

のと思われる。

SK27（第40・41区0

7Grから8Grにかけての調査区

蜘　南壁際標高8・75mの地山面にお

いてSK27を確認した。部分的

な検出にとどまったがN－520－E

方向に長軸をとると思われ、

SD19を切り、SX02に切られて

いる。検出規模は長さ252cm、

幅60cm、深さ32cm～47cmを測る。

坑底は中ほどで高まり西寄りが

最も深く、側壁の立ち上がりは

比較的緩やかである。

4層に分層可能な覆土からは、

ビニール袋半分程度の土器片が

出土している。これらは弥生土

器、土師器、須恵器の破片で、

第1層を中心に出土しており、

弥生土器の割合が高い。小片が

。　　　　　　　10。m　多く実測可能な遺物は少ない。

第41回　SK27出土土器実測図（1：3）

41－1は弥生土器であるが混入品

であろう。4ト2～41－4の土師器
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の杯は11世紀から12世紀の所産と考えられ、遺構の時期

を示していると考えられる。なお、4ト5・41－6に示す須恵

器の蓋は4ト1同様混入品であろう。

SK28（第42・43図）

8Grの標高8．67mの地山面でSK34に切られた状態で

SK28を確認した。N－600－W方向に長軸をとるが、平面プ

ランは不整形である。坑底は

丸味を帯び、側壁の立ち上が

りは緩やかである。

2層に分層可能な覆土から

は、自然石のほかビニール袋

半分に満たない土師器、須恵

器の破片が出土している。こ

1

10cm

第43回　SK28出土土師器
実測図（1：3） 第42図　SK28実測図（1：30）

のうち実測に耐える遺物は43－1に示した杯1点のみである。底部の切り離しは回転糸切りにより、器

壁の立ち上がりは直線的である。中世前半の所

産と考えられ、遺構の時期もこの頃であろう。

SK32（第44・45図）

12Grの調査区南壁際標高8．85mの調査面で、

弥生時代の遺構であるSK33を切った状態でSK32

を確認した。平面プランはいびつであるが、覆

土の1層を掘削すると下位に径80cm程度の2穴の

土坑状落ち込みと、径40cm程度の1穴のピット状

落ち込みを検出した。

大きく6層に分層できる覆土からは、第1層を

中心に弥生土器、土師器、須恵器など破片がビ

ニール袋半分程度出土する。弥生土器片の占め

る割合が最も高いが、これはSK33を撹乱した際

1

第45図　SK32出土陶器実測図（1：3） 第44図　SK32・SK33実測図（1：30）
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田畑遺跡1区

第46図　SK33出土弥生土器実測図（1：3）

二三＿∴

第47回　SK33出土石製晶実測図（1：2）
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田畑遺跡1区

に混入したものと思われる。45－1に示す唐津焼は唯一出土した陶磁器である。17世紀の所産と考えら

れ、遺構の時期の下限を示している。

SK33（第44・46・47図）

12Grの調査区南壁際標高8．84mの調査面でSK33を確認した。SK31とSK32に切られているため、ご

く一部の検出にとどまったが土坑であると考えられる。断面の観

察から規模は、長さ130cm程度、深さ50cmと推定され、幅につい

ては70cm程度を測ると思われる。

4層観察できる覆土からはビニール袋1袋程度の弥生土器片が出

土しており、実測可能なものはすべて46－1～46－6に図示した。い

ずれも、松本Ⅳ期の範疇に収まるものと考えられることから、遺

構の時期は弥生時代中期後葉と推定できる。また、土器片の他に

47－1に示す石製品が1点出土している。扁平な石英安山岩の筋砥石

で、両面に複数の条溝が残る。

SK34（第48・49図）

8Grの標高8．70mの調査面で、PO807に切られ、SK28とSD19を切

っているSK34を確認した。遺構上端の平面プランは楕円を呈する

が、坑底は径65cm程度の不整な円形に収まっている。N－870－E方向

に長軸をとり、検出規模は長径173cm、短径100cm、深さ52cmを測

る。坑底は平坦で、東側を除く側壁の立ち上がりは急である。
第48回　SK34実測図（1：30）

覆土は2層観察でき、ここからビニール袋2袋分の土師器、須恵器の破片などが出土したが、土師器

片の割合が高い。49－1～49－6は「ハ」字状に開く高い高台を有しており、11世紀の所産と考えられ、

遺構の時期を示す資料である。49－8は高広ⅣB期に相当すると思われる須恵器の蓋であるが混入品で

あろう。49－9は土錘で、1区においてはSK12からも1点出土している。なお、図化にあたっては選別を

行っている。

＼」」≡＝プ7

第49回　SK34出土土器・土製晶実測図（1：3）



田畑遺跡1区

ピッi（焉50JS当望）

PO201は標高8．28mの地山面で確認した。検出規模は長さ76cm、幅29cm、深さ22cmを測り、平面プ

ランは細長い形状を呈する。N－690掘方向に長軸をとり、この延長線上で約240cm離れた地点には

PO202・PO203が位置していることから、これらは一連の遺構であることが指摘できる。覆土からは

5上目こ示す土師器の杯のほか、土器の小片が数点出土している。これらから遺構の時期は中世以降と

推定できる。

PO4個は標高8．61mの地山面で確認した。調査区南壁際で半分程度の検出にとどまったが、N－540－E

方向に長軸をとるとみられ、長さ91cm、幅32cm以上、深さ28cmを測る。3層に分層可能な覆土からは、

51－2に示す弥生土器片が出土している。草田1期に相当するものだが、土師器や須恵器の小片が同時

に数点出土しているため、遺構の時期を示すものではない。

PO502は標高8．45mの地山南で検出した不整な円形のピットであり、径60cm、深さ48cmを測る。覆

土からの出土遺物は、図示遺物のほかには土師器の小片1点のみである。5主3は草田6期～7期に相当

する嚢であるため、遺構の時期は古墳時代初頭以降であろう。

P1302は標高8．77mの調査面でSK16を切った状態で検出した。N－750掘方向に長軸をとる細長いピッ

トで、長さ124cm、幅41cm、深さ17cmを測る。覆土からは20点程度の土師器片が出土したが、磨滅し

たごく小片がほとんどであり、実測に耐える遺物は51－4e5巨5に図示した2点を数えるに過ぎない。

比較的大きな破片である前者は12世紀前後の所産と思われ、遺構の時期を推定する資料になり得よう。

Pi304は標高8．83mの調査面で他の遺構を切った状態で確認した。調査区北壁際での検出であった

ため、規模、形態などにおいて不明な点が多いが、深さ26cmを測る坑底には、小さな落ち込みが1穴

観察できた。覆土からほビニール袋半分弱の土師器、須恵器の破片が出土した。51－6は高広Ⅳ期に相

当する須恵器の皿で、遺構の時期も同時期頃と思われる。

P1308は標高8．78mの調査面で他の遺構を切った状態で確認した。不整な平面プランを呈するが、

N－610－E方向に長軸をとると思われ、検出規模は長さ125cm、幅95cm、深さ52cmを測る。覆土からは土

師器を中心とする土器片がビニール袋半分弱出土した。5主7は須恵器の皿であり、51－8は底面に回転

糸切り痕を残す土師器の杯である。他の小片も勘案し平安時代までの遺構であろう。

P1504は標高8．85mの地山面でSり11に切られた状態で検出した。深さ22cmを測り、N－630－W方向に

長軸をとる細長い平面プランを呈すると思われるが、ごく一部の検出にとどまったため不明な点が多

い。覆土からは5主9・5Ⅲ0に示す松本Ⅳ－2期と草田1期の弥生土器が出土しているため、遺構の時期

もこの頃と推定できる。

P1601は標高8。88mの地山面で確認した。N－40－E方向に長軸をとる細長い平面プランを呈し、検出規

模は長さ82cm、幅33cmであり、深さについては北寄りが最も深く33cmを測る。覆土からは数片の土師

器のほか、5－mに示す須恵器の杯が出土した。高広ⅣA期に相当するもので、遺構の時期を示す資料

であろう。

P1613は調査区南壁際標高8．90mの地山面で確認した。半分程度の検出にとどまったがN－580－E方向

に長軸をとり、長さ87cm、幅30cm以上、深さ24cmを測る細長い遺構と思われる。覆土からほ数片の土

師器片のほか、5Ⅲ2に示す陶器が出土している。近世の所産と思われ、遺構の時期を示すと考えら

れる。
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PO201

圃酬

て＝＝7
1．暗褐色土

PO409

1．黒褐色土

2．黒褐色砂質土

3．時灰黄色砂

PO502

◎
⊂7
1．黒色土

1．黒褐色土

2．黒褐色土

3．褐灰色砂質土
4．黒褐色土

5．黒褐色土
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第50図　主要ピット実測図（1：30）
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田畑遺跡1区

P1705は標高8．86mの地山面で検出した。他の遺構に切られ、また、調査区北壁際に位置していた

ため、規模などについては不明な点が多いが、深さ28cmの二つの落ち込みにより構成される遺構であ

る。覆土からは弥生土器あるいは土師器の小片が数片出土したほかに、51－13に示す注口土器の注目

部が出土している。出土遺物の絶対数が少ないため、遺構の時期を推測するのは困難である。

P1803は標高8．50mのSり10の底で検出した。本来はSn10に切られていたと思われるが、断面による

切り合い関係の確認を行っておらず、また、Sり10に出土遺物がなく、遺物による新旧の裏付けもで

きないため明言はできない。Sり10の底からさらに20cm程度の深さで掘り込まれた坑底から推測する

と、P1803はN－100－W方向に長軸をとる長さ120cm、幅60cm程度を測るものと思われる。覆土からは土

師器、須恵器の小片が少量出土した。51－14は高広ⅣA期の杯であり、遺構も同時期頃のものと思われ

る。

∈∃‥‾軍

野妻‾二l＿＿：：：‾＿：：＿ll‾！：－

∈≡＿　圏云

、‾よ＼一一一一」

．ヰ．サ
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′　J

ノ（、鵠
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第51回　主要ピット出土土器実測図（1：3）
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溝状遺構

SDOl・SDO2（第52～54匡l）

1Grから2GrにかけてSDOl・SD02を検出した。標高8．34mの地山上での遺構検出時には幅3m規模の

大藩として捉えていたが、覆土を徐々に取り除くと2条のほぼ並行する溝状遺構が確認できたため、

西側をSDOl、東側をSD02と命名した。調査区北壁で断面を観察したところ、明確ではないものの切

り合い関係が認められ、SDOlがSD02を切っていると推定できた。両者とも調査区を横切っているた

め、長さ240cm程度のごく一部の調査にとどまったが、ともにN－800－W方向に軸をとるようである。

SDOlの検出規模は上幅115cm、下幅70cm、深さ44cmを測り、標高7．72mで平坦な底を有している。

側壁は中ほどで若干変化するものの、急勾配で立ち上がる。したがって、断面は不整形ではあるが台

形を呈している。

4層に分層可能な覆土を観察すると、2回以上の掘り返しが行われたとが推定できる。なお、SDOl

はPO203により切られていた。

覆土中からはビニール袋半分程度の土器片が出土している。内訳は弥生土器、土師器、須恵器であ

PO203

SDOl l．黒褐色土

2．黒褐色土

3．褐灰色砂
4．黄灰色砂質土

SDO2　1．黒褐色土

2．黒褐色土

3，暗灰黄色砂

0

第52図　SDOl・SDO2実測図（1：30）
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鳳

第53図　SDOl出土弥生土器実測図（1：3）

第54図　SDO2出土須恵器実測図（1：3）

ているため凹面状を呈している。いずれも、

るが、弥生土器が量的に多く、破片も比較的大きい。

53－1～53－4は弥生土器の嚢である。53－1～53－3は直立す

る口緑部の外面に数条の凹線文を巡らせており、53」に

ついては肩部外面には列点文が観察できる。53－4は口緑

部が内傾気味に立ち上がり、外面は強くナデつけられ

内面には頚部までケズリ調整が施されており、草田1期

～2期に相当するものと考えられる。53－6は吉備系の高杯であり、松本Ⅳ－2に相当するものであろう。

図示遺物以外にも弥生時代土器片は多数認められるが、最下層の第3層で土師器や須恵器が出土して

いることを勘案すると、遺構の時期は古墳時代から平安時代までと推定せざるを得ない。したがって、

出土した弥生土器片は後世に付近から混入したものと考えられる。

SD02の検出規模は上幅78cm、下幅32cm、深さ36cmを測り、標高7．78cmで若干丸味を帯びた底を有し

ている。側壁の立ち上がりは東壁では急であるが、西壁では比較的緩やかである。

覆土が3層認められることから、2回程度の掘り返しがあった可能性がうかがえる。この覆土からは

中期の弥生土器片など数点の土器片が出土しているが、いずれも小片である。54－1は須恵器の壷口緑

部片であるが、出土遺物の絶対数が少ないため、遺構の時期を示す資料にはなり得ない。

なお、SI〕02は田畑遺跡の最東端で検出した遺構であり、これ以東で地山の標高は徐々に下る。

SDO5（第55056回）

17Grの標高8．86cmの地山面でSり05を検出した。Nl140－W方向に軸をとると思われるが、平面プラン

はやや蛇行しているようである。この遺構も調査区を横切っているため、長さ180cm程度のごく一部

の調査にとどまっているが、検出規模は上幅50cm、下幅30cm程度、深さ29cmを測り、標高8．57mで丸

味を帯びた底を有している。
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覆土は1層のみ観察でき、ここから弥生土器、土師器、須恵器、陶

器の小片が十数点出土している。56－1は草田1期に相当する嚢であり、

頚部以下の内面にはケズリ調整が施されている。56－2は陶器の底部

片であり出土遺物の中では最も新しいものである。陶器はこの1点限

りの出土であり、他の遺物と比較し時期に著しい開きがあることか

ら、混入したものとも考えられる。

SDO6（第57～59図）

SD06は16Grの標高8．94mの調査面において、他の遺構を切った状

態で検出した。調査区を横切っているため、長さ185cmのごく一部の

調査にとどまったがN－

140－W方向に軸をとるよ

うである。検出規模は

上幅70cm、下幅50cmを

測り、標高8．82mで平坦

な底を有している。遺

構の性格については、

多数の石が詰め込まれ

て7
1．黒褐色土

1m

第56図　SDO5出土土器実測図（1：3）　　　第55図　SDO5実測図（1：30）

ていることから暗渠である可能性も指摘できよう。

石の狭間あるいは覆土からは、弥生土器、土師器、須恵器、陶器の破片がビニール袋半分程度出土

している。58－1は弥生土器の底部片であり、厚い底を有している。58－2は肥前系の措鉢である。14条

1．褐灰色土

2．褐灰色砂質土

第57図　SDO6実測図（1：30） 第58図　SDO6出土土器等実測図（1：3）
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一単位の措目を有しており、底面には回転糸切り痕が明瞭に残る。58－3は火鉢と思われるが、時期は

不明である。外面は雷文と沈線により施文されている。59－1は砂岩製の砥石である。1面に磨り面を

残し、他の面には切り込み状の条溝が観察できる。

なお、Sn06とSn05は軸方向が同じであるため、関連する遺構である可能性もある。

9．00m

‾て三才‾
1．黒褐色土

0　　　　　2．黒褐色土　1m

第60図　SDll実測図（1：30）
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第59図　SDO6出土石製晶実測図（1：2）

＄り椚（第6の◎馴図）

15Grの標高9．03mの調査面でSI）11を検出した。他の溝状遺構と同様に調

査区を横切っているため、長さ180cmのごく一部の調査にとどまっている。

N－210－W方向に軸をとると思われ、検出規模は上幅35cm～55cm、下幅30cm、

深さ15cm程度を測るが、部分的にさらに深くなる箇所も認められた。

覆土は2層観察でき、ここから十数点の土師器、須恵器の小片が出土し

た。61－1は土師器の嚢である。目線部は頚部から大きく外反して開口し、

内面は頚部までケズリ調整が施されている。遺構の時期は他の小片も勘

案し、古墳時代から奈良時代頃までと思われる。

竺三三藻三三二二而

第61図　SDll出土土師器実測図（1：3）
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SD12（第62・63図）

10Grから11Grにかけての標高8．78mの地山面において、SK17などにより切られた状態でSD12を確

認した。調査区を横切っているため、長さ220cmのごく一部の調査に終始したが、N－21。－W方向に軸を

とるようである。検出規模は上幅190cm、下幅20cm、深さ44cmを測り、標高8．34mで若干丸味を帯び

た坑底を有する。また、遺構の東側では標高8．48m付近で、西側では標高8．76m付近で平坦な段を有

していることを特徴としている。

遺構の性格については排水溝と考えられ、通常は遺構中央に流水があり、水かさが増した際に備え

て上幅を広くしたものと思われる。また、調査区北壁で断面を観察すると、3層の覆土の切り合いが

認められることから、掘り返しを繰り返して使用していたことがうかがえる。

覆土からはビニール袋半分強の土器の小片が出土した。これらは弥生土器、土師器、須恵器であり、

土師器が大半を占めている。このうち実測可能なものは63－1～63－4に図示した4点である。いずれも

土師器の杯底部片で底面には回転糸切り痕が残っており、平安時代後半の所産と思われる。これらは

出土遺物の中でも下限のものであると同時に残存状態も比較的良いことから、遺構の時期を示す資料

と言えよう。
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第62回　SD12実測図（1：30）
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田畑遺跡1区

第63回　SD12出土土師器実測図（1：3）

SD14（第64・65図）

9Grの標高8．70mの地山面において、SK18などにより切られた状態でSD14を検出した。調査区を横

切っているため、長さ220cm程度のごく一部の調査にとどまったが、N－20。－W方向に軸をとるようであ

る。平面プランは不整形であるが、断面は中央が深く落ち込む漏斗状を呈ており、この遺構の用途と

しては排水溝が考えられよう。検出規模は幅170cm～280cm、深さ80cmを測り、標高7．70m付近でやや

丸味を帯びた坑底を有する。

1，黒褐色土
2．黒褐色土
3．黒褐色土
4．黒褐色土
5．暗灰黄色砂質土

38

第64図　SD14実測図（1：30）



田畑遺跡1区

5層観察できる覆土からは、土器の小

片がビニール袋2袋分出土している。こ

れらは土師器、須恵器であり、土師器の

割合が高い。65－1・65－2は土師器であり

底面外縁に「ハ」字状に開く高台を有す

る。65－3・65－4も土師器である。底面に

回転糸切り痕が残り、器壁は内湾して立

ち上がる。65－5は須恵器の蓋であり、口

緑端部が下方に若干引き出されている。

これらはいずれも平安時代の所産と考え

られる。また、他の小片についても各層

毎で時期差は認められないことなどか

ら、遺構の時期は平安時代後半と推定

できる。なお、図示にあたっては選別を行っている。

＿　ニ　2

≒三二巨汽

第65図　SD14出土土器実測図（1：3）

SD19（第66・67図）

7Grから8Grにかけての標高8．75mの調査面でSD19を検出した。調査区を斜めに横切っており、また、

SK34やSK27など

によって切られて

いるため、長さ

250cm程度のごく

一部の検出にとど

まっ獲ている。N－

730－W方向に軸を

とると考えられ、

検出規模は幅110

cm～140cm、深さ

54cmを測り、標高

8．21mで丸味を帯

びた坑底を有す

る。側壁の立ち上

がりは坑底から20

cm程度の高さまで

は急であるが、よ

り上位では緩やか

である。 第66図　SD19実測図（1：30）
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田畑遺跡1区

覆土は5層観察でき、数回にわたり掘り返しが行われたようである。遺構の用途としては排水溝と

して機能したものと思われる。

覆土からはビニール袋半分程度の弥生土器、土師器、須恵器などの破片が出土しており、弥生土器

の割合が高く、破片も比較的大きい。したがって、図示遺物は弥生土器が中心となった。67－1は広口

壷であり、口縁部端面と内面に凹線文を巡らす。67－2～67－4は嚢で、胴部内面にケズリ調整は認めら

れない。67－5は高杯であり、目線端面に2条の凹線文、外面に4条の凹線文と3段の刻目文を施してい

る。67－6は紡錘車である。断面は反りを呈しており表面にはパケ調整が認められることから、嚢胴部

片を転用したものと推定できる。以上はいずれも松本Ⅳ期に相当するものである。67－7は土師器の杯

である。底面外縁に「ハ」字状に広く開く高い高台が付き、11世紀の所産と考えられる。この他にも、

土師器、須恵器は出土しているが、SK34などからの混入品であるとも考えられ、また、弥生土器片

は松本Ⅳ期の範噂に収まり比較的残存状態も良い。したがって、遺構の時期は弥生時代中期後葉と考

えられる。

二「：：ノ′、ごノr‘∴‘∴ン‘ノンこてイブン‾

第67図　SD19出土土器・土製晶実測図（1：3）

その他の遺構

SXO2（第68069回）

7Grの標高8．75mの調査面において、SK27などを切った状態でSX02を検出した。調査区南壁以南に

も遺構が続いているため一部の調査にとどまったが、N－150－W方向に長軸をとるようである。検出規

模は、長さ155cm以上、幅73cm、深さ92cmを測り、標高7．83mで平坦な坑底を有している。遺構の北
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田畑遺跡1区

寄りで深く、南寄りでは浅く落ち込むことを特徴とするが、遺構の用途については不明である。また、

検出面より上位で遺物がややまとまって出土していることから、深さについては実測値以上になる可

能性が高い。

覆土は地山に似た浅黄色砂であり、ここからビニール袋半分程度の土器片が出土した。これらは、

弥生土器、土師器、須恵器の小片であり、土師器が大半を占めている。実測に耐えるものは少なく、

図示した4点を数えるに過ぎない。69－1は土師器の杯の高台部分である。「ハ」字状に広く開き、11世

紀の所産と思われる。69－2・69－3に示す土師器の杯には、底面に回転糸切り痕が観察できる。63－4は

須恵器の蓋杯である。回転へラ起しにより切り離しが行われていおり、古墳時代のものと思われる。

他の小片も含めて遺物の上限は中世までと思われる

が、出土遺物の時期にはばらつきがあるため、遺構

の時期を推定するのは困難である。

＼＼こ＝二ヒ二㌢昌

C至＞

一、－．

第68回　SXO2実測図（1：30） 第69図　SXO2出土土器実測図（1：3）
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田畑遺跡1区

匿遺構鍋の出藍遣物

1区は他区と比較し遺構外出土遺物の量が最も多かった。これは1区が田畑遺跡の東端付近に位置し、

地山の標高も低いことから、西方から遺物が流れ込んだためと考えられる。その出土量はコンテナ3

箱分にのぼり、内訳は中世土師器コンテナ2箱分、須恵器コンテナ1箱弱、弥生土器ビニール袋3袋程

度、土製品若干、陶磁器若干、石製品若干である。このほか釘と思われる鉄の棒状小塊、炭なども出

土しているが、時期が判然としないため、以下の報告では割愛している。

遺構外遺物は、遺構検出のため地山直上層を掘削中に出土したものがほとんどであるが、精査時に

調査面直上で発見したものも含んでいる。よって、本来遺構覆土の上層中にあったものが、遺構外出

土遺物として取り扱った場合もあり得る。

弥生土器（第7の◎開国）

弥生土器は中期中葉から後期中葉のものが出土するが、中期後葉から後期前葉までのものが比較的

42

第70図1区遺構外出土弥生土器実測図1（1：3）

多い。図化に耐えるもの

はほとんど図示している

が、時期観に影響を与え

ないことを考慮し、若干

割愛したものもある。

70－1～70－6には壷の目

線部片を取り上げた。70－

1e70－2は長頸壷であり、

両者とも口緑端部が肥厚

し端面に施文されている。

中期中葉のものと考えら

れる。70－3～70－6は広口

壷である。いずれも中期

の範噂に収まるものであ

ろう。71－1～71－7は嚢で

ある。中期中葉から後期

前半のものと考えられる。

71－8・71－9は脚部片であ

る。前者は中期後葉、後

者は後期初頭の所産と考

えられる。7主10～7主12

は壷の底部片と思われる。

71－10が内面パケ調整であ

るのに対し、71－11e7主

12はケズリ調整である。



田畑遺跡1区
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許細図　欄区遺構外出土弥生土器実測図2（机3）

土師思（第72～74闇）

土師器は杯、皿、嚢などの器種が出土しているが、杯が圧倒的多数を占めている。遺構外から出土

する土師器の上限は奈良時代であるが、これらは量的に少ない。最も多く出土したのは12世紀前後の

杯で、残存状態も良いことから中核期を示すと言えよう。なお、図示にあたっては、実測に耐えるも

のは極力掲載したが、中核期の杯は割愛したものが多数ある。

72－1～73－18は杯を取り上げた。72－1は内外面に赤色塗彩が施されており、奈良時代の所産と考えら

れる。小片でこの頃のものと認められるものは他にもあるが、量的にはごく僅かである。72－4～72－

11は高台を有するもので、いずれも器壁が体部で若干内湾し、目線端部付近でやや外反して開口する

ことを特徴とする。11世紀から12世紀の所産と思われる。72－12～73－18は高台の付かないものである。

72＿12～72－17は器壁がほぼ直線的に立ち上がるのに対し、73－1～73－18は体部でやや内湾し、口緑部で
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第72図1区遺構外出土土師器実測図1（1：3）
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第73図1区遺構外出土土師器実測図2（1：3）
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田畑遺跡1区
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第74回　瑠区遺構外出土土師器実測図3（瑠：3）

外反気味に開口している。いずれも12世紀前後のものと考えられる。

74－1～74－6は皿である。厚い底部は強く絞られ、器壁は口縁部にかけてやや内湾するか、ほぼ直線

的に立ち上がっている。11世紀から12世紀の所産と思われる。

74－7は嚢である。奈良時代の所産と考えられ、同時期の杯と同様に出土量は僅かである。

須恵器（第75図）

須恵器は大要、高杯、蓋、杯、皿が出土している。大嚢は胴部片が多数出土しているものの、接合

するものが少ないため割愛したが、その他は実測に耐えるものはほとんど図示した。

75－1は高杯である。杯部は器壁が内湾して立ち上がるが、あまり深くならず皿状を呈するもの思わ

れる。ごく小片を除くと高杯はこの1点のみの出土である。

75－2～75－4は蓋である。いずれも口緑端部を下方に若干引き出し、全体的に扁平である。奈良時代

から平安時代にかけてのものであろう。

75－5～75－16には杯を取り上げた。75－5・75－6は器壁が底部から口緑部にかけて内湾して立ち上がり、

奈良時代の所産と考えられる。75－7～75－10は器壁が内湾気味に立ち上がり、底面外縁内寄りに低い

高台を貼り付けている。やはり、奈良時代の所産であろう。75－11～75－15も高台付杯であるが、高台

が底面外縁に付くものを取り上げている。これらは器壁が直線的に立ち上がっており、平安時代のも

のと考えられる。75－16は高台の付かない杯である。器壁の立ち上がりは直線的で底面には回転糸切

り痕が残り、平安時代の所産であろう。

75－17～75－19は皿である。75－17は器壁が僅かに内湾し、75－18e75－19は直線的であるが、いずれも

奈良時代の所産と思われる。

このように、須恵器は量的には少ないものの奈良時代から平安時代のものが出土している。古墳時

代の資料を欠くことが留意点であろう。
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第75園l　頂区遺構外出土須恵器実測図（1：3）

製塩土器0土製晶（第76回）

1区の遺構外からは製塩土器と土錘が出土しているのですべて図示した。

76＿ト76－4は製塩土器である。ロ緑部付近の破片ばかりであるが、本来の形態は砲弾状を呈していた

ものと思われる。いずれも器表に多数の指頭庄痕が観察できることから、手控で成形されたと考えら

れる。また、成形後は内外面ともナデ調整が施されている。なお、製塩土器は出雲市内の遺跡では、

上長浜貝塚で多数出土している。

76＿5～76剖二は管状紡錘形土錘を示した。76－5はやや大きめの肉厚なもので、端部は平坦に切り落

とされている。また、孔緑にすり減っている箇所が認められることから、使い込まれたものと推定で
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⑳
第76図　頂区遺構外出土製塩土器e土製晶実測図（1：3）

≒二つ

＼、彗皇∈姿
l

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第77図　頂区遺構外出土陶磁器実測図（1：3）

きる。一方、76－6・76－7は中央から両端

にかけて先細りになる。また、76－6の表

面にタタキ目が認められることから、棒

状のものに胎土を巻き付けたのちにタタ

キ調整を施して成形したと推定できよ

う。

陶磁器0石製晶（第770開国）

陶磁器・石製品は少量出土しているた

め、ほとんど図示した。

77－1は器壁が底部付近から日録部にか

けて直線的に立ち上がり、指で強くナデ

つけられて成形されているため、外面に

凹凸を有する。内外面は和英が施されて

いるため暗オリーブ灰色であるが、胎土

はにぷい赤褐色である。時期は不明であ

（云召望2勿

i

第78図1区遺構外出土石製品実測図（1：2）

るが比較的新しいものであろう。77－2の碗の器壁は体部で内湾し、日録端部付近でやや外反開口する。

施粕により器表は黒褐色を呈するが、胎土は鈍い黄橙色である。16世紀頃の所産と思われる。77－3は

碗の底部片である。高台を有し、底面には二重円圏文と「天下太平」の文字が措かれている。胎土は

灰白色であるが、器表は粕薬によりやや青みがかっている。輸入品で16世紀中頃から末頃にかけての

ものと思われる。77－4は唐津焼の皿である。胎土は灰色で外面の一部と内面全面に灰オリーブ色の和

英が施されている。また、見込み部分には2箇所に胎土日が認められる。17世紀のものであろう。

78－1は遺構外から唯一出土した石製品である。一部を欠くが厚さ5mmの扁平な頁岩製で、裏面は

頁岩特有の自然剥離面であるが、角が丸められており表面は研磨されて滑らかである。なお、用途は

不明である。

48



三二三二董三三三∴≡



田畑遺跡2区

雲。2区の詞道端果
調査区の概要と遺構配置（萬79～82回）

2区は1区の西に位置しているが、市道浅柄古志線南沿いの1区とは異なって、北沿いに伸びる細長

い調査区である。この調査区も南北を市道と水田に挟まれているため、掘削による調査区壁崩壊に備

えて、調査対象地の境界から50cm程度内側において調査を実施したが、大型の深い遺構については完

掘を断念したものもある。なお、2区の規模は長さ86m、幅2m～4mを測り、面積は約270汀fである。

調査にあたっては、表土を重機掘削した後に、基準杭を5m間隔で一列に調査区南壁沿いの表土に

設置した。その後、調査区内の遺物包含層の掘削を手掘りで行った結果、標高8．70m～9．00m程度で

地山面に至ると同時に遺構が検出できたため、この面を調査面として各遺構の調査を行い、この成果

を田畑遺跡2区遺構配置図にまとめた。また、調査区南壁で土層堆積状況把握のため精査を行い、調

査区両壁断面図を作成したため、この成果もあわせて示したが、調査区南壁の一部は状態が悪かった

ため、北壁で代替えした。

なお、1区の調査に用いた基準杭の座標は表2に示すとおりである。

杭 名 称 Ⅹ座 標 Y 座 標

杭 1 －73 2 3 3 ．5 2 5 5 2 3 5 7 ．3 9 8

杭 2 －73 2 3 6 ．4 8 9 5 2 3 5 3．3 7 1

杭 3 －73 2 3 9 ．4 5 3 5 2 3 4 9．3 4 4

杭 4 －73 2 4 2 ．4 17 5 2 3 4 5 ．3 1 7

杭 5 －73 2 4 5 ．3 8 1 5 2 3 4 1．2 9 1

杭 6 －73 2 4 8 ．3 4 5 5 2 3 3 7 ．2 6 4

杭 7 －73 2 5 1．3 0 8 5 2 3 3 3 ．2 3 7

杭 8 －73 2 5 4．2 7 2 5 2 3 2 9 ．2 1 0

杭 9 －73 2 5 7．2 3 6 5 2 3 2 5 ．1 8 3

杭 10 －7 3 2 6 0．2 0 0 5 2 3 2 1．15 6

杭 名 称 Ⅹ 座 標 Y 座 標

杭 1 1 －73 2 6 3．16 4 5 2 3 17 ．13 0

杭 1 2 －7 3 2 6 6．1 2 8 5 2 3 13 ．10 3

杭 1 3 －7 3 2 6 9．0 9 2 5 2 3 0 9 ．0 7 6

杭 14 －7 3 2 7 2．0 5 6 5 2 3 0 5 ．0 4 9

杭 15 －7 3 2 7 5．0 2 0 5 2 3 0 1．0 2 2

杭 1 6 －7 3 2 7 7 ．9 8 4 5 2 2 9 6 ．9 9 5

杭 17 －7 3 2 8 0 ．9 4 7 5 2 2 9 2 ．9 6 9

杭 1 8 －7 3 2 8 3．9 1 1 5 2 2 8 8 ．9 4 2

表2　田畑遺跡2区基準杭座標一覧
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50・51

0　　　　　　　　　　2m

L＿…　　・i i

手話雅号討￥（りZOCIS

T基軸与謝軸　⑥ZOqS
T基軸号討皆　⑥ZOqS
T与謝軸（参ZO（】S
T号討皆　①ZO（】S

T与謝皆　⑥LOCIS

T基軸与謝皆　⑧LOqS
T基軸与謝皆　②LOC】S
T基軸与謝皆　⑧LOCIS
T基軸号皆　⑥LOqS
手話雅号討皆（彰LOqS
T号討皆　①LOCIS

第79図　田畑遺跡2区遺構配置図1（1：50）
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52・53

＋杭9

0　　　　　　　　　　2m

［二二二－－一一「一一…‥‥一一」

＋

杭8
＋

杭7

千着雅号勧誉1

4ん□£職制習‘〇

千岩垂尋酎皆・P

T吉堀専勧背．〇

T基軸専勧嘗‘q

T着鞘尋勧背．e

羊専討背‘6

T吉堀尋観皆‘9

第80図　田畑遺跡2区遺構配置図2（1：50）
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54・55

第81図　田畑遺跡2区遺構配置図3（1：50）
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56～58

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

i

il

i

i・

i［

i

i

一日

一～ij

第82図　田畑遺跡2区遺構配置図4（1：50）
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2区の遺構と遺物

2区は1区と同様遺構を多数検出しているため、実測可能な出土遺物があった遺構を中心に、土坑、

ピット、溝状遺構、その他の遺構の順に以下報告する。

土坑

SKO4（第83・84図）

4Grの調査区南壁際標高8．33cmの調査面で、SD02を切った状態のSK04を検出した。遺構の一部は調

査区外に続いているため部分的な調査にとどまった。遺構南寄りが細長く溝状に伸びるいびつな平面

プランを呈する。北寄りは幅が広がり土坑状を呈するため、土坑として捉えてはいるものの、遺構の

性格については不明である。

2層に分層可能な覆土からは、ビニール袋半分を下回る少量の弥生土器、土師器、須恵器の小片が

出土するが、土師器が大半を占める。このうち実測可能なものはすべて図示した。

1．黒褐色粘質土
2．黒褐色粘質土

3．黒褐色粘質土
0　　　　　　　　　　　　　1m

第83図　SKO4実測図（1：30）

一書壬＿‾・15

第84図　SKO4出土土器実測図（1：3）

84－1は弥生時代後期初頭の賓である。84－2・84－3に示

す杯は器壁が内湾し開口し、13世紀の所産であろう。84－

5・84－6は皿である。底面に回転糸切り痕が残り、13世紀

から14世紀頃のものと思われる。84－7は平安時代の須恵

器の蓋であろう。

このように、出土遺物には弥生土器、土師器が僅かに

混ざるものの、中世土師器が最も多いことから、これら

が遺構の時期を示すと考えられる。

SK18（第85～87図）

11Grの標高8．86mの地山面でSK18を確認した。N－850－

W方向に長軸をとる不整な楕円形の平面プランを呈する。

ーi
旦些少

1．黒褐色粘質土
2．黒褐色土

3．黒褐色土

4．黒褐色粘質土

5．黒褐色土

6．オリーブ褐色砂質土

7．褐灰色砂質土
1m

第85国　SK18実測図（1：30）
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顎
・？＼

鵠藤
一J・′

60

二篭丁‾三l

第86回　SK18出土土師器実測図（1：3）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

上・　　　l　　・－∃

第87図　SK18出土石製晶実測図（1：2）

〒琵Tl二l

検出規模は長径100cm、短径

70cm、深さ68cmを測る。側壁

は狭い坑底から標高8．39m付

近までは急に立ち上がるが、

より上位ではやや緩やかにな

る箇所も観察できる。

7層に分層可能な覆土から、

ビニール袋1袋分の中世土師

器と砥石が1点出土した。こ

のうち図化に耐えるものはほ

とんど図示している。

出土遺物は法量、形態から

86－1～86－10に示す小型の皿、
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86－11～86－16に示す皿、86－17に示す杯の3種類に区分できる。

小型の皿は口径7cm程度、底径3．5cm前後、器高2cm程度の法量で、器壁が僅かながら内湾すること

を特徴としている。いずれも底部の切り離しは回転糸切りによりなされており、完形に近い状態で出

土するものも数点有る。その他の特徴としては、灰粕が外面の一部に付着するもの、底部が若干絞ら

れるもの、全面煤に覆われているものが認められる。

続いて皿は、法量が口径10．3cm～11．5cm、底径4cm～5cm、器高3cm前後を測り、器壁が外反気味に広

く開口することを特徴としている。底部の切り離しは回転糸切りによるようであるが、ナデ消しが施

されていると考えられるものが数点見受けられる。

杯は皿と形態的に似るが法量がやや大きくなり、口径13．8cm、底径5．3cm、器高3．3cmを測る。図示

しなかった小片を考慮しても、杯の個体数は多くはない。

これら土器片は12世紀頃の所産と思われ、法量、形態を勘案してもそれぞれ時期差はないと考えら

れることから、遺構の時期を示す資料となり得よう。

87－1は砂岩製の砥石である。欠損しているが3面に研磨面が認められ、うち1面には切り込み状の条

溝が残っている。

SK19（第88～90図）

11Grの調査区南壁際標高8．91mの地山面でSK19を検出した。不整形な平面プランを呈するものの、

坑底では楕円に近い形におさまる。検出規模は長さ105cm以上、幅125cm、深さ83cmを測り、標高8．08

mで平坦な坑底を有する。

覆土からはビニール袋半分程度の中世土師器と石製品が1点出土した。土器片はいずれも小片であ

るため、実測可能なものは少なく89－1に示す皿1点のみである。器壁は底部から口緑部にかけて直線

的に広く開口し、底面には回転糸切り痕が観察できる。12世紀頃の所産と思われ、その他の小片もほ

ぼ同時期の土器片と見受けられることから、遺構の時期を示すと推定できる。

また、90－1の石製品は凝灰岩の円礫であり、用途は不明で

あるが表面に切り込み条の条溝や打痕が残っている。遺構の

性格は不明であるが、SK18と時期的に近いと考え共通の用

途を担っていた可能性が指摘できる。

1

一ィ－「て話

頭嵐二；鱒
10cm

第89回　SK19出土土師器
実測図（1：3） 第88図　SK19実測図（1：30）
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

ヒ二二二二一11－－一つ－－1－－11－1

62

第90回　SK19出土石製晶実測図（1：2）
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SK21（第91・92図）

10Grから11Grにかけての標高8．81mの地山面でSK21を検出した。調

査区北壁際で検出したため、部分的な調査にとどまったが、N－90－W方

向に長軸をとると考えられる。検出規模は長さ91cm以上、幅80cm、深

さ74cmを測り、遺構西寄りが最も落ち込む。側壁は狭い坑底から急勾

配で立ち上がるが、東寄りには段を有している。

覆土は黒褐色粘質土の単層で、ここからビニール半分に満たない少

量の中世土師器が出土しており、図化に耐えるものはすべて図示して

いる。

92－1・92－2は杯もしくは皿の底部片である。12世紀から13世紀の所

産と思われ、遺構の時期を示すと考えられる。

SK22（第93・94図）

12Grの標高8．74mの調査面で検出したSK22は、P1202に切

られ、SK31を切っている。平面プランは不整形であり、検

出規模は長さ100cm、幅81cm、深さ49cmを測る。断面を観察

すると側壁は丸味を帯びた坑底から曲線的に立ち上がる。

覆土は2層観察でき、ここからビニール袋半分強の土師器

の小片が出土しており、実測可能なものはほとんど図示し

ている。

94－1～94－4は士不と思われる。底部の切り離しは

回転糸切りによるが、ナデ消しが施されるものも

ある。

94－5・94－6は小型の皿である。前者の体部は内

湾すると思われる

が、後者は底部が

絞られ器壁は体部

にかけて直線的に

立ち上がってい

る。

出土遣物は小片

も含めて中世土師

器と考えられ、遺

構の時期を示すと

考えられる。

1．黒色粘質土

2．黒褐色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第93図　SK22実測図（1：30）

第91図　SK21実測図（1：30）

＼㌔±＝ク； 二＿　2

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

第92回　SK21出土土師器実測図（1：3）

∴＿二＿二・、5

、、号室ヂ′6

0　　　　　　　　　　　　　　　　10clu

第94区I SK22出土土師器実測図（1：3）
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SK23（第95・96図）

11Grの標高8．87mの地山面でSK24を切った状態のSK23を検出した。N－80－W方向に軸をとり、長さ

135cm、幅56C料の細長い平面プランを呈するが、坑底は径38cmを測る円形におさまる。この坑底は遺

構の中央部に位置し深さ64cmを測るが、北寄りは段を2段有している。

SK23から東に163cm離れた地点にはPllOlが位置しており、これと対をなし掘立柱建物跡になる可

能性も指摘できるが、調査区が狭く確認できなかった。

覆土からはビニール袋半分弱の土師器の小片が出土しており、このうち図化可能なものはすべて図

示した。

96－1～96－5は杯で、96－6～96－10は皿

と思われる。いずれも底面に回転糸切

り痕が観察され、中世の所産と考えら

れる。

第95図　SK23実測図（1：30）

＿三妻考、、＼ミ亘ヒブ10
JJ

鞠沙

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

第96回　SK23出土土肺器実測図（1：3）

SK25（第97・98図）

9Grの標高8．57mの調査面でSD04を切った状態のSK25を検出した。検出面上位でも遺物がややまと

まって出土しており、不明瞭ながら土色の違いも認められたため、この遺構は本来、より上位から掘

り込まれていたものと考えられる。平面プランは不整形で、検出規模は長さ139cm、幅105cmを測り、

最下底の標高は8．17mである。側壁の立ち上がりは緩やかであり、遺構南寄りには段を有している。

2層観察できた覆土からは、ビニール袋半分弱の土師器片と陶磁器の小片が1点出土しており、図化

可能なものはすべて図示している。

98－1は杯である。器壁は体部でやや内湾するが口緑部で若干外反し開口する。底面には回転糸切り

痕が残っており、12世紀の所産と思われる。98－4は皿で器壁は体部で外反気味に立ち上がっている。

98－5は小皿である。底部は絞られ、器壁は内湾気味に立ち上がっており、12世紀のものであろう。そ

の他の小片も図示遺物と同時期頃のものと考えられることから、これら図示遺物は遺構の時期を示す

ものと考えられる。
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第97図　SK25実測図（1：30）

3

4

二・6

0　　　　　　　　　　　　　10cm

第98図　SK25出土土師器実測図（1：3）

SK27（第99・100図）

12Grの調査区南壁際標高8．69mの地山面でSK27を検出した。一部が調査区外に及んでいるため全容

は確認していないが、平面プランは径180cm前後の円形を呈するのではないかと思われる。深さは38

cmを測り、坑底は概ね平坦である。この遺構の特徴は、覆土の中層以上に礫が敷き詰められているこ

とである。

出土遺物は少量の中世土師器、陶磁器であるが、いずれも礫の狭間から出土している。100－1～

100－5は陶磁器片である。肥前系のものが多く18世紀頃の所産と考えられる。これらはその出土状況

から遺構の時期を示すと考えられる。また、遺構の性格としては墓と考えられよう。

第99図　SK27実測図（1：30）

＼＼＼＼⊂二匡戸乞’’

0　　　　　　　　　　　　　10c汀l

第100図　SK27出土陶磁器実測図（1：3）
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SK28（第101・102図）

10Grの標高8．70mの調査面でSK28を検出した。PlO04に切られた遺構として取り扱ってはいるが、

本来ひとつの遺構である可能性もある。つまり、SK28を掘り方、PlO04を桂根痕と考え、あわせてひ

とつの柱穴とも捉えられよう。また、西に163cm離れた地点に存在するSK30とPlO05にも同じことが

指摘できることから、これらで形成される掘立柱建物跡が存在する可能性もあるが、調査区が狭く確

認はできていない。よって、これら4基の遺構が必ずしも関連する遺構とも明言できないため、以下、

個別に報告する。

第101区I SK28実測図（1：30）

SK28はN－850－W方向に軸をとり、不整な楕円形の平面プラン

を呈する。検出規模は長径126cm、短径65cm、深さ50cmを測る。

坑底には凹凸を有し、側壁の立ち上

がりは急である。

覆土からほどニール袋1袋弱の中

世土師器の小片が出土している。こ

れらの中には102－1に示す杯のほか、

1。帥　底部を若干絞るものも含まれてい

第102図　SK28出土
土師器実測図（1：3）

る。

SK30（第103・104図）

10Grの調査区北壁際標高8．75mの地山面でSK30を検出した。調査区外にも遺構が及んでおり、一部

の調査にとどまったがN－570－W方向に長い。検出規模は長さ80cm以上、幅70cmを測り、坑底は標高

8．37m前後で2箇所落ち込んでいる。

覆土からはビニール袋半分に満たない量の中世土師器の小片が出土しており、実測可能なものはす

べて図示した。

104－1～104－4は杯であり、底部が若干絞られるものが多い。104－5は皿であり、器壁は休部でやや内

湾するが口緑部で僅かに外反し開口している。12世紀頃の所産と思われ、遺構の時期を示すと考えら

れる。

ノグ

黒褐色粘質土　で
、（　　　－ご・

0　　　　　　　　　　　　　　　　1tu

第103図　SK30実測因（1：30）
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．一一一一一

＿＿⊥二　　」　　／　3

エコ＿二L／5

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

第104区I SK30出土土師器実測因（1：3）
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SK32（第105・106図）

15Grの調査区南壁際標高8．55mの調査面でSD07を切った

状態のSK32を検出した。N－720－E方向に長く、検出規模は長

さ127cm、幅60cmであり、遺構西寄りの最下底で深さ24cmを

測る。また、坑底は遺構東寄りで最下底より10cm程度高い段

を有している。

覆土からは少量の土器片が出土しており、図化可能なもの

はすべて図示した。

106－1は杯の底部であり中世の所産であろう。106－2は器種

は不明であるが口縁部片であろう。端部に平坦面を有し、外

面は粗いタテパケ調整、内面はヨコパケ調整が認められるが

時期は不明である。

、、＼二巨「ク′ノ1

1．黒色土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第105回　SK32実測図（1：30）

ヽ1号、戸十油津車
iり∴㍉．∴㍉〃‘

上．　タ　事
、トJ‘－・

第106図　SK32出土土器実測図（1：3）

．1　、－．・・・、°．

1

ネ句上小1心頭　一一J鐙′、

10cm

その他の土坑（第107～109区l）

SK05は3Grの調査区北壁際標高8．79mの調査面において、SK08を切った状態で検出した。ごく一部

の検出にとどまったため、平面プランや規模などについて不功な点が多いが、最下底までの深さは73

cmを測る。7層に分層可能な覆土からは108－1～108－3のほか、少量の中世土師器片が出土している。

これら出土遺物は遺構の時期を示すものであろう。

SK06は3Grから4Grにかけての調査区南壁際標高8．50mの調査面において、SD02を切った状態で検

出した。ごく一部の調査に終始したため、平面プランや規模などについて不明な点が多いが、遺構東

寄りで最も落ち込み、この箇所の深さは56cmを測る。覆土は1層のみ観察でき、ここから108－4・108－

5のほか少量の土師器片と須恵器片が1点出土している。これら出土遺物の時期にはばらつきがあるた

め、遺構の時期は不明である。

SK08は3Grの標高8．56mの調査面において、SK05やPO303などによって切られた状態で検出した。

平面プランはいびつであるが、最下底までの深さは37cmを測る。2層に分層可能な覆土からは、108－6

のほか少量の中世土師器片が出土した。よって、遺構の時期も同時期頃と推定できる。

SK12は6Grの標高8．25mの調査面において、SD04を切った状態で検出した。平面プランは不整形で

あるが、検出規模は長さ88cm、幅60cm程度を測る。また、遺構南寄りで最も落ち込み、この箇所の深

さは31cmを測る。覆土は1層のみ観察でき、ここから少量の中世土師器片のほか108－7が出土している。

古墳時代の嚢であるが、他の小片を勘案し遺構の時期は中世と考えられる。
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SK15
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灰黄褐色土ブロック
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1．黒褐色土
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1．黒褐色土

2．黒褐色土

3　黒褐色土

4．黒褐色土

第107回　その他の主要土坑実測図（1：30）



田畑遺跡2区

SK15は5Grの標高8．60mの地山南において検出した。N－150－W方向に軸をとり、平面プランは楕円

形を呈する。検出規模は長径99cm、短径29cm、深さ19cmを測り、平坦な坑底から側壁は比較的緩やか

に立ち上がる。覆土は1層のみ観察でき、ここから土師器片が2点のほかに108－8に示す唐津焼の碗が

出土した。これは17世紀前半のものと考えられ、遺構の時期を示すであろう。

SK16とSK17は5Grの標高8．53mの調査面において、SK16がSK17を切った状態で検出した。

SK16はいびつな平面プランを呈しており、深さは62cmを測る。覆土は3層に分層可能で、ここから

108－10に示す陶磁器のほか土師器、須恵器の小片が僅かに出土している。これら出土遺物の下限は近

世であることから、遺構の時期も同時期頃であろう。
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第108図　その他の主要土坑出土土器実測図（1：3）

SK17の規模などは不明だが、最下底までの深さは41cmを測る。4層観察できる覆土からは僅かな土

師器片のほか、109」に示す古銭が出土している。下文字に「宋」が確認できることから、「皇宋通賓」

と考えられる。出土遺物はいずれも小片であるため、遺構の時

期を推定する資料にはなり得ない。

SK24はHGrから12Grにかけての標高8．90mの地山面におい

て、SK23とSり05とに切られた状態で検出した。検出規模は長

さ145cm以上、幅63cm～105cmを測り、N－360－E方向に長い。遺

構南寄りが最も落ち込み、深さ78cmを測るが、北寄りは標高

8．37m付近に段を有している。覆土は108－11～108－15のほかビ

一一ル袋半分程度の中世土師器の小片が出土している。よって、

この遺構は中世に築かれたものであろう。
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第109図　SK17出土古銭拓影（1：1）
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ピット（器訂購い可＝想田）

PO901は標高8．60mの調査面でSり04を切った状態で検出した。不整な円形の平面プランを呈してお

り、検出規模は径40cm程度、深さ40cmを測り、底は狭くすぼむ。覆土からは11日～111－3に示したも

ののほかにも中世土師器片が比較的多く出土しているため、遺構の時期は中世と推定できる。

PlO04は標高8．81mの調査面でSK28を切った状態で検出した。平面プランは楕円形で、検出規模

は長径52cm、短径39cm、深さ57cmを測り、遺構の南西寄りで最も落ち込む。覆土からは111－4～11主

6に示したもの以外にも中世土器片が比較的多く出土しているため、遺構の時期は中世と考えられ

る。なお、SK28の報告時にも触れているが、P1005などとともに掘立柱建物跡を構成する可能性もあ

る。

PlO05は標高8．83mの調査面でSK30を切った状態で検出した。径40cm前後の円形プランを皇し、深

さは41cmを測る。覆土からは11主7つ1主8に示したもののほかにも少量の中世土師器片が出土してい

る。関連遺構の可能性があるPlO04とこの遺構を結ぶ直線はN－700掘方向である。

PlO06は標高9．01mの地山面で確認した。平面プランは円形を皇し、検出規模は径20cm、深さ10cm

の小規模なピットである。覆土からは中世土師器片が比較的多く出土しており、図化に耐えるものを

11ト9～11日1に図示した。これらは12世紀前後の所産と思われ、遺構の時期を示すであろう。

PlO07は標高8．83mの地山面で検出した。遺構の一部は調査区外に及んでいるが、N－690－W方向に長

いいびつな楕円形の平面プランを呈するようである。検出規模は長径90cm程度、短径50cmであり、遺

構東寄りで最も落ち込み、この箇所の深さは51cmを測る。4層に分層可能な覆土からはビニール袋半

分弱の中世土師器片が出土しており、このうち実測可能なものを111－12～11主14に図示した。12世紀

頃の所産と考えられ、遺構の時期を示す資料であろう。

PlO08は標高8．76m前後の調査面で検出した。おそらくSり04を切っていると思われるが、切り合い

関係が検出時には明瞭に観察できておらず断定はできない。N－850掘方向に長く、検出規模は長さ100

cm、幅60cmであり、深さは東寄りで最も落ち込み64cmを測る。覆土からはビニール袋半分弱の中世土

師器片が出土しており、このうち残存状態の良いものを111－15～11主19に図示した。12世紀頃の所産

と思われ、遺構の時期を示すと考えられる。

PlO09は標高8．91mの調査面でSK26を切った状態で検出した。径40cmの円形プランを里し、深さ

は33cmを測る。2層に分層可能な覆土からはビニール袋半分弱の中世土師器が出土しているが、図

化に耐えるものは少なく111－20に示す1点のみである。12世紀前後のものと思われ遺構の時期を示す

ものであろう。なお、この遺構はPlOO4、PlOO5、PlOO8、PlOlOと掘立柱建物跡を成す可能性があ

る。

PlO14は標高8．91mの地山面でPlOlOを切った状態で検出した。遺構の一部が調査区外に及んでいる

ため、規模などについては不明な点が多いが、深さは遺構西寄りの最下底で70cmを測る。3層に分層

可能な覆土からはビニール袋半分弱の中世土師器片など出土している。このうち実測可能なものを

111－21～11主23に図示している。111－23は龍泉窯青磁の皿で15世紀の所産であり、遺構の時期を示す

と推定できる。

PlO17は標高8．82mの調査面で検出した。他の遺構に切られており、全容は不明だがN－760－E方向に

細長い平面プランを呈していたと思われ、深さは19cmを測り底は平坦である。覆土からは少量の中世

70



田畑遺跡2区
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田畑遺跡2区

土師器が出土しており、残存状態の良いものを11主24に図示し

ているが、他に112－1に示す古銭が出土している。1078年から

鋳造される宋銭の「元豊通賓」と考えられ、遺構の時期はこれ

に近いと思われる。

PllOlは標高8．93m前後の地山面で検出した。N－160－Wに軸を

とるいびつな楕円形を呈しており、検出規模は長径85cm、短径

47cm、深さ42cmを測る。覆土からはごく少量ながら中世土師器

が出土しているため、遺構の時期も中世と考えられる。なお、

出土遣物で図化可能なものは111－25に図示した1点のみである。

P1301は標高8．40mの調査面において、Sり06を切った状態で

検出した。平面プランは隅が丸まった方形を呈しており、検出

規模は長辺60cm、短辺45cm、深さ27cmを測る。底は丸味を帯び、
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．　　l′

有子王立十

ノ3

圭′t－’
1．

t、√二．rjニ

’信一
ヽ／

．〆lr・宅一1ナノ

i

夢

卜

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

第112図　P1017出土古銭拓影（1：1）

側壁の立ち上がりは比較的緩やかである。覆土からは111－26ellU27に示したもののほかにも中世土

師器が少量出土しており、遺構の時期を示すと考えられる。

溝状遺構

S随馴（第椚3因）

1Grから3Grにかけて検出したSり01は、上幅が推定7．8mを測る大溝である。ごく一部の調査にとど

まったがN－430－W方向に軸をとると思われる。精査には至っていないが深さは100cmを測り、標高7．8

m付近でゆるく凹面状を呈する底に至る。また、側壁の立ち上がりが比較的緩やかであることから、

この溝は自然流路の可能性もある。

覆土は大きく3層観察でき、その状況からこの溝は自然埋没したのではないかと思われる。遺物に

ついてはコンテナ半分弱の土器片が出土している。これらの大半は中世土師器であるが、土師器、須

恵器、陶磁器も僅かに混ざっている。いずれも小片のため、実測に耐える遺物は図示した6点を数え

るに過ぎない。上限遺物は113－1に示す土師器の杯であり、古墳時代後期のものと考えられる。また、

下限遺物は113－6に示す備前焼であり15世紀の所産である。この溝の時期はこの下限遺物に準拠する

と考えられる。
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第113回　SDOl出土土器等実測図（1：3）
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Smの2（講＝国図）

3Grから4GrにかけてSり02を検出した。上幅が推定で3．3mを測り、N－620－W方向に軸をとると考え

られる。深さは126cmを測り、底は標高7．32mである。調査区狭隆のため遺構軸に直交する断面図を

得られなかったが、本来は漏斗状を呈するようで、標高7．70m付近で垂直方向に落ち込むようである。

また、調査区南壁で断面を観察すると覆土が4層確認でき、掘り返しも行われたようである。

遺物についてはビニール袋半分程度の土器片が出土した。弥生土器片が大半を占めていおり、これら

を114－1～114－7に図示した。弥生時代後期のものが見受けられ、遺構の時期を示すと考えられる。

なお、114－8はSK06などからの混入品と思われる。
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第114図　SDO2出土土器実測図（1：3）

＄Dの超（第醐5◎胴　囲）

6Grから10GrにかけてSり04は上幅が推定で9．5mを測る大溝である。完掘すると調査区壁が崩壊する

危険があったため、壁沿いにサブトレンチを設定し底の検出を試みた。しかし、標高7．60mまで掘り

下げた時点で掘削が困難になったため、ここまでの調査にとどめ底の検出は見送った。この大溝の西

肩から推測すると、軸方向はN－880－Wと考えられる。

なお、遺構検出時には見過ごしてしまったが、調査区壁の断面観察時に7ライン付近で「Ⅴ」字状

に切り込まれた溝が確認できた。上幅は2．3m程度と考えられ、標高7．45m付近に底を有するようであ

る。調査区北壁と南壁において、それぞれで観察される底の中心点を結ぶとN－570－W方向になること

から、これがこの溝の軸方向と推定できる。なお、この溝は弥生時代中期の遺物を出土するため、同

時期の遺構と考えられる。また、前述の大溝の推定幅は、この溝の幅を考慮していないため、2m程

度狭まる可能性がある。

子」

74

＼く∃≡為
一一㌧主・こ．二⊥1

0
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掘削した箇所からは、ビニール袋半

分程度と規模の割には少量の土器片が

出土している。これらは弥生土器、土

師器、陶磁器であり実測可能なものを

115－1～115－4に図示した。上限遺物は

115－4に示す17世紀の唐津焼であるこ

とから、この大溝もこの頃に機能して

いたと思われる。

なお、116－1に示す石製品も1点出土

している。泥岩製の砥石であり、1面

に研面を残している。

＄DO5（第醐ア図）

11G・rから12Grにかけて検出した 第116図　SDO4出土石製晶実測図（1：2）

Sn05は、N－680－W方向に軸をとる。上幅が1m前後で

深さは42cmを測り、底は比較的平坦で標高は8．40mで

ある。

7層に分層可能な覆土から、少量ながら中世土師器

が出土している。これらのうち図化可能なものは117－1

～117－5に図示している。遺構の時期も中世と考えられ

るが、SK24を切っているため、これより新しいものと

推定できる。

＄Dの6（第椚　◎椚9回） 第117図　SDO5出土土師器実測図（1：3）

12Grから16Grにかけての標高8．66mから8．92mの調査面でSの06を確認した。調査区が狭く、ごく一

部の調査にとどまったが、幅は4．3m程度と推定され、N－850堀方向に軸をとると考えられる。しかし、

調査区南壁断面を観察すると、南壁がこの遺構と斜めに交差していることを勘案しても、推定幅を上

回る数値になるため、この付近でやや東に屈曲している可能性も指摘できる。底の標高は7．65mで、

概ね平坦であるが、第日図のエレベーション図で示すように、底の中央付近が僅かに高まっている。

また、側壁の立ち上がりは比較的緩やかである。

覆土は調査区南壁で10層確認できるが、大きくは第1層、第2層、第3層の3層で捉えられる。これら

は人工的な埋土というよりは、自然堆積によるものと思われる。

調査区壁が崩壊する危険があり、ごく一部の掘削にとどめたため出土遺物は少なく、ビニール袋半

分に満たない。これらの多くは弥生土器あるいはこれに続く土師器であるが、中層の第2層以上では、

土師器、須恵器が混ざって出土している。119－1は弥生時代終末から古墳時代初頭頃の壷であり、

Sn06が廃棄され自然堆積が始まった時期を示すものと思われる。また、土師器、須恵器が中層以上

で出土することから、中世までには完全に埋没したものと考えられる。

75



田畑遺跡2区

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第118図　SDO6・SDO7エレベーション図（1：50）
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＄Dの7（第醐　◎相国）

15Grから17Grにかけての標高8．58mから8．90mの調査面においてSm07を検出した。隣接するSの06

と同様にN－850堀方向に軸をとり、幅も4．3mと推定される。底の標高は7．50mで、断面は「U」字状

を呈する。側壁の立ち上がりは北側はやや急であるが、南側は比較的緩やかである。

覆土は調査区南壁で8層に細分したが、大きくは第1層、第2層、第4層の3層で捉えられ、その堆積

状況などから、この遺構は自然埋没したものと思われる。

この遺構についてもSり06と同様にごく一部の掘削にとどめたため、出土遺物の量は少ない。これ

らの大半は弥生土器であるが、土師器も数点混ざっている。120－1～120－6は中期中葉から後葉にかけ

ての弥生土器であり、Sn07掘削時期を示す可能性がある。また、120－7は弥生時代終末から古墳時代

初頭のものであり、Sり07廃棄時期を示す可能性がある。120－8は第1層から出土しているが、Sり07の

覆土上に築かれたピットから混入したものであろう。

Sの06とSの07は規模、軸方向、廃棄時期などで共通性が認められるが、切り合い関係については上

部が削平されているため確認できなかった。したがって、これらが同時に機能していたのか、あるい

は一方埋没後、他方を新たに掘削したかは不明である。
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田畑遺跡2区

2匿遺構斜の出立遺物

2区では遺構外からコンテナ2箱分程度の出土遺物があった。中世土師器片がその大半を占めており、

その他の弥生土器、須恵器などはごく少量の出土にとどまっている。1区と比較し出土量は減少する

が、土器の種類とその比率は似通っている。

なお、図示にあたっては残存状態の良いものを中心に取り上げており、一部は割愛している。

弥生土器等（第相関）

弥生土器は中期後葉から終末頃のものが出土するが、中期後葉のものが比較的多い。2区では弥生

時代の遺構は少なかったが、Sm07などの溝状遺構において弥生土器を出土するものも存在するため、

本来はこれらに伴うものであったと思われる。

12主1～121剖二は嚢を示した。12主1は口緑端部を若干上方に拡張し、端面に1条の凹線文を巡らせ

ている。松本Ⅳ－1期に相当するものであろう。12主2は目線端部を上下に若干引き出し端柄面に2条の

凹線文を巡らす。また、頸部下寄りに突帯文を貼り付け、刻目文を施している。松本Ⅳ－2に相当する

であろう。12Ⅲの口緑端部は上方に拡張し、端面に3条の凹線文を施す。頚部は「く」字状に屈曲し

内面には稜をなしている。頚部以下の内面調整は不明瞭であるが、松本Ⅳ－2期のものと思われる。こ

のほか12主7の底部片も中期のものと考えられ、残りの2点は後期と終末頃のものである。12主5は口

緑部外面に5条の平行沈線が巡り、頚部以下の内面にはケズリ調整が確認できる。草田2期頃のものと

／′‾‾
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田畑遺跡2区

考えられる。また、12主6は口縁部の端部をやや横方向に引き出し、端部に平坦面を作っている。草

田6期頃のものであろう。

12主8・121－9には、器台と高杯の脚部を取り上げた。前者は裾部外面に4条の平行沈線を巡らせ、

内面にはケズリ調整が施されている。草田2期に相当するものであろう。後者は器壁が「ハ」字状に

開き、裾近くで反り返らず直線的に脚端に至っている。弥生時代後期後半のものと考えられる。

土師器（第相関）

出土した土師器の大半は中世土師器でありそれ以前のものは極端に少ない。よって、残存状態の比

較的良い実測遺物を選別した際に、中世土師器のみを抽出する結果となった。

0

ヽ

第122図　2区遺構外出土土師器実測図（1：3）

122－1～122－4には杯と思われる底部片を取り上げた。12上目まの器壁は底部から体部にかけて内湾気

味に立ち上がるが、122－2～122－4については直線的または外反気味に開口するようである。また、底

部を僅かに絞るものが多い。

122－5は皿であり器壁が外反して大きく開口している。122－6～122－12は小皿である。いずれも12世

紀から13世紀の所産と思われる。

須恵器⑳陶磁器等（第服相関）

須恵器・陶磁器等も少量出土しているため、残存状態の良いものについて以下に報告する。

123－1は須恵器の壷である。底部に「ハ」字状に開く低い高台を貼り付け、器壁は内湾して立ち上

がる。8世紀の所産と考えられる。123－2は備前焼の壷で、16世紀のものである。123－3は皿であるが、

詳細は不明である。123－4は時期は不明であるが、唐津系の皿である。123－5は唐津焼きの皿で17世紀

の所産である。123－5は伊万里焼の壷である。本来は蓋が付くと思われる。123－6は備前焼であり、

123－7・123－8は時期は不明だが焙烙である。123－9の目線部片は器種不明であるが、瓦質土器である。
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第123図　2区遺構外出土陶磁器等実測図（1：3）
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田畑遺跡3区

3◎　3区の詞塵紙果

調査区の槻翼と遺構顎巴置（蔑1空車「ほ5閻）

3区は2区の西に位置した細長い調査区である。南に市浅柄古志線が沿い、北に畑が隣接しているた

め、この調査区においても、調査対象地の境界から50cm程度のゆとりをとって調査を実施したが、大

型で深い遺構については、完掘を断念したものがある。調査区の規模は長さ95m、幅2m～3mを測り、

面積は約220m2である。

なお、3区の西寄りの市道をまたがった箇所には、1988年に範囲確認調査が行われた際に、第1トレ

ンチと第2トレンチが配置されている。また、3区と4区の間に北西一南東方向に伸びる水路が掘削さ

れた1972年に、市道より南側で遺構や遺物が確認されたとみられる。

調査にあたっては、市道から民家への進入路部分を残し、まず、重機により表土掘削を行った後に、

調査区内に5m間隔で一列に基準杭を設置した。その後、遺物包含層以下について手掘りで掘削を行

ったところ、標高9．00m～8．80m付近で地山面に至ると同時に遺構が検出できた。よって、この面を

調査面として各遺構の調査を行い、この成果を田畑遺跡3区遺構配置図にまとめた。また、調査区北

壁を土層堆積状況把握のために分層を行い、調査区断面図を作成したため、この成果もあわせて示し

た。

なお、3区の調査に用いた基準杭の座標は表3に示すとおりである。

杭 名 称 Ⅹ座 標 Y 座 標

杭 1 －73 2 9 1．19 2 5 2 2 7 5 ．6 7 6

杭 2 －73 2 9 4 ．15 6 5 2 2 7 1．64 9

杭 3 －73 2 9 7 ．11 9 5 2 2 6 7 ．6 2 2

杭 4 －73 3 0 0 ．08 3 5 2 2 6 3．5 9 5

杭 5 －73 3 0 3 ．04 7 5 2 2 5 9 ．5 6 8

杭 6 －73 3 0 6．0 1 1 5 2 2 5 5 ．54 1

杭 7 －73 3 0 8．97 5 5 2 2 5 1．5 1 5

杭 8 －73 3 1 1．93 9 5 2 2 4 7 ．4 8 8

杭 9 －73 3 14 ．90 3 5 2 2 4 3 ．46 1

杭 10 －73 3 1 7．86 7 5 2 2 3 9 ．43 4

杭 名 称 Ⅹ 座 標 Y 座 標

杭 1 1 －73 3 2 0．83 1 5 2 2 3 5 ．40 7

杭 12 －73 3 2 3．7 9 5 5 2 2 3 1．38 0

杭 13 －73 3 2 6．7 5 8 5 2 2 2 7 ．35 4

杭 14 －73 3 2 9．7 2 2 5 2 2 2 3 ．32 7

杭 15 －7 3 3 3 2．6 8 6 5 2 2 19 ．30 0

杭 16 －7 3 3 3 5 ．6 5 0 5 2 2 15 ．27 3

杭 17 －7 3 3 3 8．6 1 4 5 2 2 1 1．24 6

杭 18 －7 3 3 4 1．57 8 5 2 2 0 7 ．2 19

杭 19 －7 3 3 4 4 ．54 2 5 2 2 0 3．19 3

表3　田畑遺跡3区基準杭座標一覧
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日
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il
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ll
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Il

t
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転

1．黒褐色土

2．黒褐色土

3．黒褐色粘質土

4．黒褐色粘質土

5．黒褐色粘質土

d．にぷい黄褐色土

e．黒褐色土
SDOl①　黒褐色粘質土

SDOl②　黒褐色粘質土

SDOl③　黒褐色粘質土
SDOl④　黒褐色粘質土

SDOl⑤　灰黄褐色粘質土

SDOl⑥　灰黄褐色粘質土

SDOl①

SDOl②

SDOl④

田畑遺跡3区

4　　　　　▼ヽ

SDOl⑦　黒褐色粘質土

SDOl⑧　黒褐色粘質土

SDOl⑨　黒褐色粘質土

SDOl⑲　黒褐色粘質土

SDOl⑪　黒色粘質土

0　　　　　　　　　2m

「一二　　　　i　　　一一I

82・83

第124図　田畑遺跡3区遺構配置図1（1：50）



0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

田畑遺跡3区
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田畑遺跡3区

3区の遺構と遺物

3区も遺構の密度は高く多数の遺構を検出している。この区についても、残存状態の良い遺物を伴

う遺構を中心に、土坑、ピット、溝状遺構の順に以下報告する。

土坑

SKOl（第126～128図）

3Grの調査区南壁際標高8．74mの調査面において、SK04に切られた状態のSKOlを検出した。遺構の

一部が調査区外に及んでおり、部分的な調査にとどまっている。このため、平面プランや規模などに

ついては不明な点が多く残ったが、深さは11cmの浅い遺構である。

覆土からは土器片が多数出土したが、ほとんど127－1・127－2に図示した弥生土器の嚢に復元できた。

中期中葉のもの

と考えられ、遺

構の時期を示す

ものであろう。

なお、128－1

に図示した砂岩

製の石製品も1

点出土してい

る。用途は不明

であるが、緑の

一部に研磨面が

残っている。

′忌鮎観．町転

0　　　　　　　　　　　　　　　11¶

第126図　SKOl実測図（1：30）

SKO5（第129・130図）

5Grの調査区北壁際標高8．81mの調査面で、周辺の

遺構を切った状態でSK05を検出した。一部分は調査

区外に及んでいるものの、平面プランは165cmX120cm

の隅丸方形法を呈していると思われる。遺構北寄りで

最も落ち込みこの箇所の深さは28cmを測るが、南寄り

は一段高くなっている。

覆土からは130－1～130－11に示した陶磁器などが出

土した。時期が判然としないものも混ざるが、17世紀

から18世紀頃の所産のものが含まれているため、遺構

の時期はこれ以降であろう。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第128区I SKOl出土石製晶実測図（1：2）

第129図　SKO5実測図（1：30）
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第127図　SKOl出土弥生土器実測図（1：3）
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第130回　SKO5出土陶磁器等実測図（1：3）
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1．黒褐色土

2．黒褐色土

3．黒色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第131回　SKO6実測図（1：30）

1．黒褐色土

2．黒褐色土

3．黒褐色粘質土

0　　　　　　　　　　　　　1m

第133区I SKO8実測図（1：30）

一彿
9．00m

＼　／　′
0　　　　　　　　　　　　　　　1m

第135回　SK17実測図（1：30）
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SKO6（第131・132区l）

3Grの標高8．69mの地山面で確認したSK06はいびつな平面

プランを呈しており、検出規模は長さ123cm、幅120、深さ

48cmを測る。坑底は平坦で、側壁の立ち上がりは東では急

であるが、西では比較的緩やかである。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第132図　SKO6出土鉄製品実測図（1：2）

4層観察できる覆土

からは少量の土器片の

ほか、132－1に示した

鉄製品が出土した。用

途は不明であるが釣に

曲がっており、何かを

ひっかける道具の一部

であろう。

SKO8（第133・134図）

6Grの調査区北壁際標高8．97mの地山面でSK08を確認

した。ごく一部の調査にとどまり、規模など不明な点が

第134図　SKO8出土
陶器実測因（1：3）

多いものの、隣りに位置する

SK05と覆土が酷似している

ことから、何らかの関連を持

つと思われる。しかし、深さ

についてはSK08が42cmを測

り深い。覆土は3層確認でき、

ここから134－1に示す陶器や

土器片が少量出土している。

SK17（第135・136図）

18Grの標高8．89mの地山面でSK17を検出した。平面プランはN－680－W

方向に長い楕円形を呈しており、検出規模は長径86cm、短径65cmであ

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

第136図　SK17出土弥生土器実測図（1：3）

り、深さは遺構

北西寄りの最下

底で21cmであ

る。また、遺構

北寄りで段を有

しており、側壁

の立ち上がりは
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やや緩やかである。

覆土からは136－1に示す弥生土器が1点のみ出土した。口緑端部が肥厚し頸部以下の内面にはパケ調

整が観察できる。中期のものであり、遺構の時期を示す可能性はある。

ピット（第137～139図）

PO301は標高8．90mの地山面で検出した。平面プランは不整な楕円形で検出規模は長径47cm、短径

38cm、深さ22cmを測る。坑底は凹面状を呈しており、側壁の立ち上がりは比較的緩やかである。覆土

からは138－1に示す中期の弥生土器片が1点出土しているが、遺構の時期を示すかどうかは不明である。

PO302は調査区北壁際標高8．98mの調査面において、他のピットを切った状態で検出した。一部の

調査にとどまったがN－430－E方向に長く、検出規模は長さ88cm、幅35cm以上を測る。遺構東寄りで最

も落ち込み、この箇所の深さは42cmである。側壁の立ち上がりは東側で急であるが、西側は緩やかで

ある。3層認められる覆土からは139－1に示す鉄製品が1点のみ出土している。薄い板状のものが3枚重

なっていることが確認でき、兜か鎧の一部と思われるが、詳細は不明である。

1．黒褐色土

2．黒褐色土

3．黄褐色砂

第137図　主要ピット実測図（1：30）
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第139図　PO302出土鉄製品実測回（1：2）


